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は
じ
め
に

宇
土
藩
は
熊
本
藩
の
支
蕃
（
内
分
分
家
）
で
あ
り
、
藩
主
は
幕
藩
体
制
下
の
一
大
名
と
し
て
参
勤
交
代
を
し
、
数
度
に
亘
る
勅
使
・
院
使

御
馳
走
役
、
大
手
組
防
役
、
常
盤
橋
等
の
御
門
番
役
、
久
能
宮
等
の
修
覆
（
天
保
六
年
）
、
関
東
川
々
普
請
御
用
（
弘
化
四
年
）
、
相
州
御
備

場
請
持
（
嘉
永
七
年
）
等
の
公
役
を
務
め
た
。
熊
本
藩
の
公
儀
普
請
役
に
際
し
て
は
宇
土
藩
も
公
儀
役
高
・
三
万
石
分
の
負
担
を
務
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
重
要
事
項
の
決
定
に
は
本
藩
の
承
認
を
必
要
と
し
、
家
督
相
続
、
婚
姻
其
外
「
重
立
外
件
」
は
本
藩
よ
り
幕
府
へ
願
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
家
老
役
に
し
て
も
当
初
は
本
藩
に
伺
い
を
た
て
た
上
で
本
藩
よ
り
何
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
宝
歴
一

O
年
に
し
て

は
じ
め
て
中
野
十
太
夫
、
芦
田
瀬
兵
衛
が
宇
土
藩
主
よ
り
家
老
職
を
何
付
け
ら
れ
、
以
後
家
老
職
の
場
合
は
こ
れ
が
先
例
に
な
っ
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
に
支
藩
独
自
の
藩
政
の
展
開
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
っ
た
。

宇
土
藩
は
明
治
三
年
九
月
、
本
藩
に
併
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
様
な
半
独
立
型
の
支
藩
の
財
政
が
、
財
政
危
機
に
直
面
し
な
が

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

九
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ら
ど
の
様
に
運
営
さ
れ
た
か
を
述
べ
る
の
を
本
稿
の
目
的
と
し
た
が
、
史
料
的
制
約
か
ら
大
ま
か
な
把
握
と
な
っ
た
。
尚
、
今
後
の
宇
土

藩
研
究
の
参
考
の
た
め
不
完
全
で
は
あ
る
が
家
老
任
用
一
覧
等
基
本
的
史
料
と
な
る
も
の
の
表
を
付
し
た
。

宇
土
支
藩
創
立

宇
土
支
藩
は
正
保
三
年
六
月
一
一
日
、
熊
本
藩
主
光
尚
が
宇
土
、
益
城
二
郡
の
う
ち
三
万
石
を
宮
松
（
行
孝
）
に
内
分
し
た
こ
と
に
よ
り

始
ま
る
。
と
の
事
情
に
つ
い
て
は
西
山
禎
一
氏
の
「
中
津
・
八
代
給
人
に
関
す
る
一
考
察
」
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
寛
永
九
年
一
二
月
、
細
川
忠
利
は
豊
前
小
倉
よ
り
肥
後
熊
本
に
加
増
転
封
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
元
和
七
年
に
隠
居
し

三
万
七
千
石
の
隠
居
料
で
中
津
に
入
城
し
て
い
た
忠
興
（
一
一
一
斎
）
は
八
代
に
居
を
構
え
た
。
ま
た
寛
永
一

O
年
に
、
藩
主
忠
利
は
異
母
弟
で

あ
る
立
孝
（
立
允
）
、
輿
孝
（
天
、
刑
部
）
に
そ
れ
ぞ
れ
三
万
石
と
二
万
五
千
石
の
知
行
を
宛
行
っ
た
が
、
彼
ら
の
知
行
で
も
っ
て
三
斎
の

直
属
家
臣
が
召
抱
え
ら
れ
て
い
た
。
興
孝
は
元
和
五
年
以
来
人
質
と
し
て
江
戸
で
過
し
て
い
た
が
一
ニ
斎
と
仲
違
い
し
、
三
斎
の
八
代
分
領

の
後
継
者
は
立
孝
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
寛
永
一
五
年
一
二
月
、
一
ニ
斎
は
家
臣
佐
方
与
左
衛
門
を
立
孝
の
家
老
と
し
、
翌
二
月
五
日
に

は
二
五
人
を
選
ん
で
物
頭
に
任
命
、
立
孝
に
附
属
さ
せ
た
。
正
保
二
年
間
五
月
立
孝
が
、
同
一
二
月
に
は
三
斎
が
逝
去
す
る
に
あ
た
り
、

忠
利
逝
去
（
寛
永
一
八
年
）
後
本
藩
主
と
な
っ
て
い
た
光
尚
は
正
保
三
年
五
月
、
松
井
佐
渡
を
八
代
城
代
と
し
、
立
孝
の
子
宮
松
（
行
孝
、

帯
刀
、
丹
後
守
）
に
宇
土
三
万
石
を
内
分
さ
せ
た
い
旨
幕
府
に
願
出
た
。
三
斎
逝
去
後
、
三
斎
付
家
考
で
あ
っ
た
長
岡
河
内
守
よ
り
長
岡
勘

解
由
、
丹
波
亀
三
允
、
伊
丹
半
弥
へ
八
代
城
引
渡
し
が
な
き
れ
、
宇
土
支
藩
創
立
と
共
に
三
斎
付
家
臣
の
行
方
も
決
定
き
れ
た
。

八
代
之
侍
共
ニ
申
渡
覚

一
今
度
江
戸
ニ
而
帯
万
殿
儀
ニ
付
御
老
中
迄
我
等
甲
上
様
就
其
被
仰
出
M
H

事

一
帯
刀
家
来
之
者
共
ニ
申
渡
様
ハ
帯
万
殿
未
幼
少
之
儀
ニ
而
M

仲
間
弥
精
を
出
し
互
ニ
思
百
奉
公
可
仕
外
於
其
儀
ハ
我
等
満
足
可
仕
外
事

付
り
佐
方
与
左
衛
門
儀
家
老
ニ
申
付
M

仲
間
得
其
意
万
事
与
左
衛
門
差
図
相
守
可
申
事



一
宇
土
江
引
越
申
外
侍
下
ミ
ニ
至
迄
分
限
ニ
し
た
か
ひ
竹
木
井
家
を
た
て
外
造
作
料
遣
外
事

一
三
斎
様
諸
道
具
弥
お
三
次
第
之
夏

付
り
お
三
知
行
弐
千
石
北
の
丸
知
行
五
百
石
無
相
違
一
代
ハ
遣
之
事

一
北
の
丸
お
三
当
分
小
川
ニ
召
置
外
事

一
暇
を
乞
申
外
侍
共
先
知
ニ
て
何
茂
我
等
可
召
出
M
H

但
人
ニ
よ
り
他
国
江
可
参
と
存
者
ハ
心
侭
ニ
申
付
外
事

一
切
米
取
暇
遣
外
者
ハ
当
年
之
切
米
半
分
我
等
か
た
占
遣
外
事

一
三
斎
様
御
供
仕
M
H

者
之
妻
子
ハ
熊
本
江
召
寄
せ
外
事

一
三
斎
様
被
召
仕
外
女
暇
乞
を
申
M
H

者
ハ
心
侭
ニ
申
付
是
又
当
年
之
切
米
半
分
遣
外
事

一
泰
岩
寺

一
妙
見

一
御
領
之
宮

寺
社
領
無
相
違
遣
外
事

以
上八

月
六
日

こ
の
史
料
で
は
佐
方
与
左
衛
門
が
家
老
と
し
て
藩
政
を
取
仕
切
る
こ
と
、
宇
土
へ
引
越
す
侍
の
た
め
に
分
限
に
従
が
い
本
藩
よ
り
家
作

の
造
作
料
を
遣
わ
す
、
茶
人
と
し
て
名
を
な
し
た
三
斎
の
諸
道
具
は
お
三
に
、
北
の
丸
、
お
三
の
知
行
は
一
代
限
り
与
え
、
当
分
小
川
に

召
置
く
、
八
代
衆
で
暇
を
乞
外
者
も
望
み
の
者
は
先
知
で
本
藩
に
召
抱
え
る
が
他
国
へ
出
る
者
は
自
由
に
、
暇
を
願
出
た
者
に
は
切
米
を

半
分
遣
す
こ
と
等
が
本
藩
よ
り
言
い
渡
さ
れ
た
。

帯
万
（
宮
松
）
の
家
臣
は
中
務
付
衆
・
三
斎
付
衆
で
あ
っ
た
八
代
給
人
衰
の
中
よ
り
構
成
さ
れ
た
。
八
代
給
人
衆
の
中
に
は
、
帯
万
が
中
務

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

四
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遺
領
は
勿
論
三
斎
遺
領
を
も
合
わ
せ
て
継
承
す
る
と
思
っ
て
い
た
者
も
い
て
、
一
ニ
万
石
の
知
行
高
で
あ
れ
ば
「
八
代
侍
衆
宮
松
殿
江
御
奉

公
申
凶
へ
は
若
党
同
前
ニ
罷
成
外
事
何
茂
迷
惑
か
り
申
外
」
と
減
知
に
な
る
と
思
い
暇
を
申
出
た
も
の
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
な
が

ら
「
慶
安
五
年
御
家
中
進
退
附
」
に
よ
る
と
殆
ん
ど
が
以
前
と
同
じ
知
行
高
、
扶
持
方
で
召
抱
え
ら
れ
て
お
り
、
減
知
さ
れ
た
者
も
数
年

（箪）

の
中
に
元
に
復
し
て
い
る
。
支
藩
創
立
に
当
り
帯
万
の
家
臣
団
の
規
模
に
つ
い
て
は
「
（
馬
乗
共
は
）
御
郡
役
ニ
ハ
不
足
申
（
略
）
此
馬
乗

（軍）

之
不
足
之
所
亦
鉄
地
之
者
な
ど
郡
役
よ
り
も
不
足
外
様
被
申
付
外
儀
帯
万
賄
続

ω様
－
一
と
の
被
申
付
様
ニ
而
御
座

ω由
（
略
）
侍
数
過
M
川

市
ハ
身
体
中
ミ
続
申
間
敷
外
（
略
）
此
分
ニ
而
も
行
ミ
続
申
間
敷
外
条
随
分
私
共
精
ヲ
出
シ
い
か
様
と
そ
仕
続
申
様
一
一
仕
外
分
別
肝
要
ニ
被

思
召
M
H

」
と
井
門
文
三
郎
、
興
津
弥
五
右
衛
門
、
福
知
平
右
衛
門
の
九
月
二
六
日
付
状
に
あ
る
如
く
、
家
臣
教
は
軍
役
を
賄
え
る
か
否
か

に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
宇
土
藩
の
財
政
が
賄
な
え
る
か
ど
う
か
が
そ
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
既
に
字
土
支

藩
が
財
政
的
に
続
く
か
ど
う
か
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

宇
土
の
陣
屋
並
び
に
侍
屋
敷
の
建
設
に
当
っ
て
正
保
三
年
八
月
二
六
日
に
本
藩
主
光
尚
が
宇
土
に
赴
い
て
指
図
し
て
お
り
、
そ
の
場
所

が
殊
の
外
高
下
の
あ
る
所
で
こ
れ
を
撫
す
こ
と
、
ま
た
侍
屋
敷
が
出
来
次
第
侍
衆
へ
畳
敷
を
渡
す
様
仰
付
け
ら
れ
、
こ
の
た
め
九
月
一
五

日
よ
り
所
務
の
時
分
で
は
あ
る
が
領
内
の
百
姓
を
高
百
石
に
付
一
人
出
夫
さ
せ
る
様
申
渡
し
た
。
こ
の
夫
数
の
見
積
り
を
大
工
彦
左
衛
門

よ
り
出
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
本
町
南
裏
御
屋
敷
分
帯
万
様
御
屋
敷
又
御
侍
衆
之
屋
敷
共
坪
数
五
千
四
百
五
拾
四
坪
夫

数
回
万
九
千
八
拾
六
人
」
「
北
門
通
御
屋
敷
坪
積
之
分
北
之
方
之
屋
敷
七
百
八
拾
七
坪
半
夫
数
五
千
百
拾
九
人
」
と
な
り
、
惣
坪
数

六
二
四
一
坪
半
の
土
地
を
撫
す
の
に
夫
数
五
四
六

O
五
人
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
八
代
城
北
の
丸
家
を
帯
力
側
で
顕
す
様
に
と
命
ぜ
ら

れ
た
が
人
数
が
足
り
ず
、
本
藩
に
応
援
を
頼
ん
で
い
る
。
こ
の
家
は
宇
土
に
移
築
さ
れ
た
様
で
あ
る
。
九
月
晦
日
現
在
、
大
方
知
行
割
が

済
み
入
部
し
た
者
も
い
る
が
小
割
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
同
年
一
一
月
か
ら
翌
四
年
初
め
に
か
け
て
、
家
臣
の
引
越
と

思
わ
れ
る
八
代
か
ら
の
荷
物
船
の
通
行
願
の
史
料
が
残
存
し
て
い
る
。

宇
土
支
藩
は
所
領
三
万
石
の
経
済
力
に
見
合
う
家
臣
聞
で
構
成
さ
れ
、
三
斎
の
遺
し
た
立
法
院
、
お
一
一
一
を
も
引
取
っ
た
。
ま
た
大
坂
の



「
三
斎
様
之
蔵
屋
敷
同
御
蔵
奉
行
居
申
屋
敷
共
ニ
帯
万
殿
へ
被
進
」
と
あ
る
様
に
三
斎
の
遺
領
・
遺
物
を
宇
土
に
お
い
て
規
模
を
縮
少
し
て

引
継
い
だ
の
が
僅
か
十
才
の
帯
万
で
あ
っ
た
。

次
に
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て
大
ま
か
に
述
べ
て
み
よ
う
。

宇
土
藩
の
財
政

行
孝
時
代
（
正
保
三
年

1
元
禄
三
年
）

正
保
三
年
六
月
一
一
日
の
分
家
成
立
時
よ
り
暫
ら
く
は
三
斎
領
の
残
務
と
宇
土
藩
の
財
政
維
持
の
た
め
に
家
老
佐
方
与
左
衛
門
の
み
で

な
く
、
暇
を
申
し
出
た
と
い
う
長
岡
河
内
守
、
志
方
半
兵
衛
、
江
戸
で
は
福
知
、
井
門
、
興
津
等
が
藩
政
処
理
に
当
っ
て
い
た
。

ま
ず
宇
土
藩
の
財
政
基
盤
と
な
る
石
高
は
撫
高
三
万
石
で
、
現
高
は
三
五
二
五
三
石
余
で
あ
る
。
万
治
三
年
の
記
載
で
は
田
畠
二
二
八

六
町
（
内
宇
土
七
七
五
町
余
、
益
城
一

O
九
九
町
余
）
、
男
女
九

O
七
三
人
（
内
宇
土
四
五
二
七
人
、
益
城
四
五
四
六
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

帯
万
殿
江
被
遣
M
H

御
知
行
割
覚

1 

水
夫
数
百
八
拾
弐
人

水
夫
高
三
千
百
七
拾
壱
石
四
斗
三
升
七
合
五
タ

壱
万
弐
百
八
石
九
斗
八
升
八
合
三
才

宇
土
郡

小
前
別
紙
在

益
城
郡

小
前
別
紙
在

一
御
知
行
割
之
儀
者
寛
永
廿
年
正
保
元
年
同
二
年
此
三
ヶ
年
秋
免
村
ミ
御
捻
庄
屋
百
姓
受
申
外
書
物
此
方
ニ
取
置
其
上
ニ
市
三
ヶ
年
を
撫

御
物
成
ニ
市
今
度
被
遣
外
御
知
行
高
ニ
付
四
ツ
弐
歩
ニ
被
遣
外
御
家
中
御
知
行
ハ
四
ツ
撫
ニ
て
被
遣
外
得
共
帯
万
殿
へ
被
遣
外
御
知
行

ハ
取
分
念
を
入
四
ツ
成
丈
夫
ニ
有
之
外
様
可
仕
旨
御
読
ニ
付
若
不
足
之
事
茂
可
在
之
哉
と
被
為
思
召
四
ツ
弐
歩
ニ
撫
外
而
被
遣
外
事

壱
万
九
千
七
百
九
拾
壱
石
壱
升
壱
合
八
夕
七
才

肥
後
字
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

四
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一
右
三
万
石
之
御
知
行
ニ
付
外
村
ミ
ニ
有
之
御
小
物
成
被
遣
外
事

一
右
之
在
所
ニ
付
M
H

薮
被
遣
外
事

一
右
三
万
石
之
内
ニ
水
夫
村
御
座

ω水
夫
数
百
八
拾
弐
人
御
上
下
為
御
自
由
相
加
江
被
遣
外
事

一
宇
土
郡
ニ
而
御
山
御
用
程
見
合
被
遣
外
御
材
木
之
儀
者
御
用
次
才
ニ
益
城
八
代
芦
北
山
ニ
市
被
遣
外
事

右
之
旨
被
何
出
比
ニ
付
相
渡
申

ω

正
保
三
年

以
上

浅
山
修
理
允

判
印

七
月
廿
八
日

田
中
兵
庫
助

沖
津
作
大
夫

判
印

判
印

佐
方
与
左
衛
門
殿

所
領
は
宇
土
郡
内
二
七
ケ
村
と
下
益
城
郡
内
二
八
ケ
村
の
五
五
ケ
村
（
こ
れ
は
明
和
三
年
当
時
の
村
数
。
正
保
三
年
頃
は
四
六
ケ
村
で
あ
っ

た
と
い
う
）
。
正
保
三
年
の
物
成
は
給
人
知
行
地
は
四
ツ
で
あ
っ
た
が
、
宇
土
藩
は
確
実
性
を
考
慮
し
て
四
ツ
二
歩
で
徴
収
し
た
。

正
保
三
年
の
宇
土
藩
の
財
政
事
情
は
ど
の
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
分
家
創
立
が
六
月
で
物
成
収
納
は
秋
で
あ
る
。
六
月
の
噴
八
代
衆

は
窮
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
家
臣
の
救
済
を
長
岡
河
内
守
、
佐
方
与
左
衛
門
、
志
方
半
兵
衛
ら
が
本
藩
の
長
岡
佐
渡
守
、
長
岡
監
物
に
頼

ん
だ
と
こ
ろ
「
其
元
御
扶
持
方
米
切
申
外
間
此
方
御
蔵
米
之
内
取
替
外
様
ニ
と
先
日
被
仰
越
外
ニ
付
愛
元
御
米
あ
て
は
め
在
之
儀
ニ
M
H

条

取
替
申
儀
不
罷
成
凶
由
」
と
断
わ
ら
れ
、
更
に
「
下
ミ
稽
迷
惑
ニ
及
申

ω間
お
さ
ん
様
之
米
御
引
か
へ
凶
て
被
成
御
渡
」
と
知
行
高
二
千

石
を
与
え
ら
れ
て
い
た
お
三
所
有
の
米
を
急
の
間
に
合
わ
せ
る
様
に
と
の
指
示
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
は
旧
知
行
地
で
の
所
務
米
を
当
に

し
た
拝
借
は
許
さ
れ
ず
、
こ
の
様
な
混
乱
期
に
は
女
性
の
給
知
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
お
三
以
外
に
も
立
孝
、
興
孝
の
生
母
で
あ
る

円
通
院
に
一
五

O
O石
、
立
孝
の
室
恵
照
院
に
一

0
0
0石
、
立
法
院
に
五

O
O石
が
当
時
与
え
ら
れ
て
い
た
。

三
斎
遺
領
、
八
代
領
は
「
か
ま
留
」
が
申
付
け
ら
れ
て
お
り
、
収
納
に
つ
い
て
は
七
月
に
な
っ
て
コ
ニ
斎
様
御
蔵
納
之
分
者
前
ミ
占
被



存
外
衆
へ
被
申
付
」
、
給
人
知
行
地
の
分
は
「
面
ミ
知
行
物
成
之
内
を
以

御
扶
持
方
借
シ
」
渡
し
、
扶
持
方
は
本
藩
よ
り
渡
さ
れ
る
た
め
奉
行
佐

分
利
喜
四
郎
、
金
津
助
次
郎
が
差
遣
わ
さ
れ
、
惣
庄
屋
と
相
判
で
扶
持

方
が
渡
さ
れ
る
と
の
通
達
が
出
た
。

ま
た
江
戸
で
は
「
愛
元
御
賄
銀
ひ
し
と
無
之
由
申
入
外
慮
ニ
八
代
替

申
時
分
其
上
当
御
所
務
ハ
米
未
成
申
借
銀
等
も
不
成
申
川
仲
間
愛
元
ニ
て

才
覚
可
仕
旨
被
何
越
外
（
略
）
唯
E
難
儀
御
察
之
外
ニ

ω最
早
無
程
当
御

所
務
ニ
御
取
付
川
仲
間
急
度
御
銀
子
可
被
差
上
之
旨
一
刻
も
早
参

ω様
ニ

と
朝
暮
待
申
迄
ニ
御
座
川
」
と
井
門
文
三
郎
、
福
知
平
右
衛
門
が
宇
土

の
佐
方
与
左
衛
門
に
江
戸
の
窮
状
を
訴
え
て
お
り
、
既
に
予
期
さ
れ
て

い
た
様
に
当
初
よ
り
財
政
は
窮
迫
し
て
お
り
、
金
子
調
達
が
当
面
の
課

題
と
な
っ
て
い
た
。

正
保
三
年
、
藩
主
帯
万
は
伏
見
屋
四
郎
兵
衛
よ
り
二
千
両
の
借
金
を

し
て
お
り
、
翌
年
三
月
に
は
宇
土
本
町
、
新
町
の
商
人
沼
田
屋
又
右
衛

門
、
岩
田
四
郎
左
衛
門
、
守
田
半
左
衛
門
が
連
名
で
長
崎
高
田
藤
左
衛

門
よ
り
銀
十
貫
目
（
そ
の
年
十
二
月
の
返
済
で
一
割
五
分
の
利
子
）
を
借
用

し
た
。
後
者
の
証
文
に
は
「
当
町
年
寄
共
借
用
申
銀
子
帯
万
憧
ニ
預
り

置
被
申
M
H

」
と
佐
方
源
右
衛
門
、
熊
谷
新
太
郎
、
山
本
文
兵
衛
、
西
郡

五
郎
左
衛
門
の
宇
土
藩
役
人
連
名
の
添
状
が
あ
り
、
宇
土
市
中
商
人
を

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

寛文・延宝頃の御積

米 銀

物成、免4ツ3分3朱 12,990 石斗 村々真綿運上 賀 761匁

物成に 21到の延米 3,377 横柑 運上 43 

千石夫米 398 宇土町商札運上 220 

畝物・新地徳米 418 8 紙 運上 59 

在々種子米の利 318 6 漆 運上 19 

給知之面々より造作料 210 野関川原関連上 1 590 

猟師より御菜米上納 25 5 茶 運上 455 

家中借銀の利米 416 口ぷキL 運上 92 

投網札 運上 33 

波瀬江切札運上 79 

竹木払代銀 809 

総収入 18,058右 9斗 総収入 4貫 160匁

表1

四
五

※「覚J（宇土細川家文書 177)



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

通
じ
て
借
用
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
六

行
孝
時
代
の
収
入
を
示
す
史
料
と
し
て
寛
文
、
延
宝
期
頃
の
積
り
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
収
入
米
一
八

O
O
O石
余
、
小
物
成
銀

四
貫
目
余
で
あ
る
（
表
1
）
。
こ
れ
は
明
和
三
年
の
写
し
で
年
代
を
特
定
で
き
な
い
が
、
寛
文
、
延
宝
期
頃
の
あ
る
年
の
積
り
と
思
わ
れ
る
。

免
率
四
ツ
三
分
三
朱
か
ら
推
測
し
て
豊
作
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
物
成
以
外
に
夫
米
や
農
民
に
貨
付
け
た
種
子
米
の
利
、
家
中
よ
り
造
作

料
、
貸
銀
の
利
米
の
収
納
が
あ
る
。
小
物
成
で
は
運
上
銀
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
真
綿
、
櫨
柑
、
紙
、
漆
、
茶
が
こ
の
地
方
の
産
物
で
あ
ろ

う
。
こ
の
収
入
で
は
支
出
を
賄
え
な
い
状
態
で
あ
り
、
江
戸
よ
り
絶
え
ず
送
金
依
頼
が
あ
っ
て
い
た
。
藩
政
初
期
の
銀
主
と
し
て
「
町
人

考
見
録
」
に
名
が
み
え
る
江
戸
商
人
伏
見
屋
四
郎
兵
衛
や
魚
屋
七
兵
衛
が
い
た
。
そ
し
て
最
初
の
借
財
整
理
が
承
応
三
年
か
ら
四
年
に
か

け
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
借
財
整
理
に
先
だ
ち
宇
土
藩
で
は
家
中
へ
の
貸
付
米
銭
を
承
応
元
年
二
年
の
物
成
で
す
べ
て
返
済
さ
せ
る
処
置

を
と
っ
た
。預

り
申
金
子
之
吏

一
弐
千
弐
百
五
拾
両
者
金
小
判
也

右
之
金
子
返
弁
之
犠
去
年
午
ノ
年
占
成
之
年
暮
迄
ニ
都
合
五
年
ニ
相
定
壱
年
ニ
付
四
百
五
拾
両
宛
毎
年
極
月
ニ
相
渡
シ
可
申
候
去
年
分

之
四
百
五
拾
両
者
此
慶
太
田
九
郎
兵
衛
方
へ
相
渡
シ
遣
申
外
毎
年
必
定
右
之
金
子
遣
シ
皆
ミ
相
済
M
H

節
右
之
手
形
井
此
手
形
を
も
取
返

シ
可
申
M
H

右
返
弁
之
事
少
も
相
違
在
之
間
敷
外
九
年
以
前
之
金
弐
千
両
細
川
丹
後
守
借
用
申
M
H

一
間
利
金
大
分
ニ
成
M
H

を
旧
冬
占
色
ミ
断

を
申
知
此
之
返
弁
之
筈
ニ
相
定
申
凶
所
知
件

承
応
四
年

未
ノ
二
月
廿
六
日

右
返
弁
之
儀
相
違
有
間
敷
M
H

為
其
加
判
仕
外

井
門
次
郎
左
衛
門

佐
方
源
右
衛
門

田

中

左

兵

衛



伏
見
や
四
郎
兵
衛
殿

行
孝
は
承
応
二
年
二
一
月
二
八
日
従
五
位
下
に
叙
任
、
丹
後
守
を
称
し
て
お
り
、
こ
の
年
の
九
年
以
前
と
は
丁
度
正
保
三
年
に
当
る
。

そ
の
時
の
借
金
二

0
0
0両
の
利
金
が
一
一
七

O
両
と
な
っ
て
い
た
が
、
承
応
三
年
冬
の
相
談
の
結
果
元
利
共
二
二
五

O
両
の
支
払
い
と

な
り
、
こ
れ
を
五
年
の
返
済
で
一
年
四
五

O
両
宛
の
返
済
と
す
る
証
文
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
の
交
渉
の
取
ま
と
め
と
な
っ
た
の
が
細
川

刑
部
（
興
孝
）
と
本
藩
役
人
田
中
左
兵
衛
で
、
田
中
左
兵
衛
は
加
判
し
て
い
る
。

同
じ
噴
宇
土
藩
は
魚
屋
七
兵
衛
に
は
銀
六
一
貫
九
O
O目
の
借
銀
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
五
一
八
両
の
返
済
を
し
て
残
金
は
「
不
残
捨

申
す
き
り
と
相
済
」
ん
だ
筈
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
証
文
の
返
済
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
つ
て
慌
て
て
い
る
。

ま
た
寛
文
一

O
年
に
は
辻
次
郎
右
衛
門
よ
り
銀
六

O
貫
目
を
借
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一

O
O貫
目
借
用
分
の
内
の
六

O
貫
目
の
謹
文

｛笥）

で
あ
る
。
辻
次
郎
右
衛
門
よ
り
井
門
次
郎
左
衛
門
宛
の
書
状
に
「
其
御
地
占
大
阪
へ
為
替
銀
仕
外
商
人
身
体
潰
申
由
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
銀
主
の
商
人
が
潰
れ
た
故
に
辻
次
郎
右
衛
門
へ
の
融
資
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
文
、
延
宝
期
に
は
外
に
塩
飽
屋
清
左

衛
門
、
天
王
寺
屋
五
兵
衛
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
長
崎
で
の
融
資
も
重
要
で
守
田
三
左
衛
門
が
資
金
調
達
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
る
。
伏
見
屋
、
魚
屋
、
辻
、
塩
飽
屋
、
天
王
寺
墜
い
ず
れ
も
本
藩
を
介
し
て
の
商
人
で
あ
り
、
本
藩
支
援
の
も
と
で
の
融
資
と
い
え
る
。

藩
財
政
の
窮
迫
は
家
臣
の
家
政
の
圧
迫
を
も
た
ら
し
た
。
家
臣
救
済
資
金
と
し
て
は
藩
政
初
期
に
お
い
て
は
資
力
の
あ
っ
た
お
三
の
米

や
縁
者
で
あ
る
烏
丸
大
納
言
の
資
金
が
家
臣
へ
の
貸
付
け
に
当
て
ち
れ
た
。
烏
丸
大
納
言
よ
り
の
貸
付
高
は
銀
一
七
貫
七

O
O目
、
年
利

一
割
五
歩
。
お
一
ニ
の
利
子
は
三
割
。
本
藩
の
財
政
事
情
が
悪
化
す
る
に
伴
な
い
お
三
の
収
入
を
も
滅
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
様
な
親
類
縁

者
に
よ
る
高
利
の
貸
金
米
は
初
期
に
限
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

家
臣
の
窮
乏
は
承
応
頃
よ
り
訴
え
ら
れ
て
い
た
が
、
寛
文
、
延
宝
期
に
至
る
と
重
臣
の
家
政
の
逼
迫
が
表
面
化
し
た
。
寛
文
四
年
芦
田

十
左
衛
門
が
家
政
困
難
を
訴
え
上
知
を
願
出
た
。

御
訴
訟
申
上
覚

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

四
七



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

回
｝＼ 

一
私
儀
数
年
手
前
不
罷
成
外
処
ニ
毎
年
自
余
ニ
替
御
借
銀
被
仰
付
M
H

故
と
や
か
く
つ
づ
き
申
罷
有
外
難
有
段
可
申
上
様
も
無
御
座
外

一
当
暮
御
上
納
前
大
分
之
儀
ニ
御
座
外
知
行
之
物
成
不
残
差
上
申
M

丘
町
も
不
足
可
仕
程
ニ
御
座
外
事

一
当
八
月
占
四
拾
人
御
扶
持
方
毎
月
被
為
拝
領
相
残
知
行
所
務
之
内
を
以
年
ミ
ニ
被
否
上
外
様
ニ
被
仰
付
被
下

ω者
難
有
可
奉
存
外
事

一
熊
本
伊
原
木
屋
と
申
町
人
方
へ
一
元
六
百
目
之
借
銀
御
座
M
W

御
扶
持
方
之
内
一
一
て
者
払
申
儀
難
成
奉
存
M

仲
間
当
物
成
之
内
に
て
払
申
様
ニ

被
何
付
可
被
下
外
外
ニ
も
他
借
七
百
目
余
御
座
M
H

是
者
四
拾
人
御
扶
持
方
被
下
川
内
ニ
て
少
宛
成
共
払
見
可
申
と
奉
存
外
事

一
私
儀
当
年
御
暇
梯
下
罷
下
如
此
休
息
仕
儀
終
ニ
無
御
座
M
H

重
而
江
戸
へ
被
召
寄

ω迄
者
人
を
も
は
な
し
申
一
乏
之
仕
合
に
て
何
と
ぞ
勝

手
を
仕
直
シ
重
而
江
戸
へ
被
為
召
外
刻
参
上
仕
度
奉
存
M
H

間
私
望
之
こ
と
く
被
何
付
被
下
外
者
難
有
可
奉
存
川
仲
間
可
然
様
ニ
御
相
談
頼

存
外

以
上

四
月
三
日

井
門
次
郎
左
衛
門
殿

芦
田
十
左
衛
門
が
寛
文
四
年
暮
に
上
納
す
べ
き
銀
高
は
四
貫
七
二
八
匁
五
分
で
、
こ
れ
は
十
左
衛
門
の
物
成
を
残
ら
ず
上
納
し
て
も
清

算
で
き
ず
、
他
に
熊
本
商
人
伊
原
木
犀
に
も
元
銀
六

O
O匁
、
外
に
も
七

O
O匁
の
借
銀
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
た
め
四

O
人
扶
持
方
を

毎
月
拝
領
し
て
残
り
の
知
行
所
務
を
差
上
げ
、
世
帯
を
き
り
詰
め
て
再
度
江
戸
詰
の
時
を
待
ち
た
い
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
十
左
衛
門
の

願
い
は
聞
き
入
れ
ら
れ
た
。

芦
田
十
左
衛
門

同
じ
頃
上
羽
文
右
衛
門
、
井
門
次
郎
左
衛
門
よ
り
も
同
様
な
歎
願
が
出
さ
れ
た
。
宇
土
藩
で
は
家
老
佐
方
与
左
衛
門
の
死
亡
後
、
そ
の

子
源
右
衛
門
が
跡
を
継
い
で
一
人
で
家
老
を
務
め
て
い
た
が
、
井
門
次
郎
左
衛
門
が
そ
の
補
佐
を
務
め
、
源
右
衛
門
と
次
郎
左
衛
門
が
江

戸
詰
の
場
合
は
上
羽
又
右
衛
門
が
宇
土
で
家
老
役
の
代
り
を
務
め
て
い
た
と
い
う
。
慶
安
五
年
に
は
佐
方
源
右
衛
門
は
一

O
O
O石
、
上

羽
、
井
門
は
共
に
三

O
O石
の
知
行
高
で
あ
っ
た
。

上
羽
文
右
衛
門
の
借
財
は
銀
六
買
六

O
O匁
余
、
米
六
石
五
斗
余
、
そ
の
外
他
借
も
有
る
と
い
う
。
そ
こ
で
借
銀
米
の
支
払
い
が
済
む



ま
で
上
知
し
た
く
、
そ
の
聞
は
物
成
の
内
よ
り
扶
持
方
を
拝
領
し
て
三
、
四
年
の
内
に
す
っ
き
り
さ
せ
た
い
と
の
願
出
で
あ
っ
た
。
乙
れ

に
対
し
て
「
知
行
差
上
申
度
と
申
も
の
も
数
多
出
来
可
仕
や
う
に
も
被
思
召
外
御
侍
数
も
無
之
ニ
左
様
ニ
被
仰
付
儀
も
知
何
ニ
被
思
召
」

（謁）

て
、
借
銀
米
は
「
半
分
捨
被
遣
外
条
相
残
ル
分
ハ
是
文
じ
ね
ん
を
以
上
納
可
仕
」
様
と
の
達
と
な
っ
た
。

井
門
次
郎
左
衛
門
の
場
合
は
「
御
借
銀
米
其
外
造
作
銀
御
普
請
銀
長
命
様
銀
」
都
合
上
納
高
七
貫
目
余
あ
っ
た
が
、
他
借
し
て
四
貫
目

余
上
納
し
、
残
三
貫
目
に
つ
い
て
は
新
筆
の
墨
跡
等
道
具
を
差
上
げ
た
い
と
の
訴
え
で
あ
る
。

上
羽
文
右
衛
門
の
様
に
借
銀
米
の
半
分
捨
の
処
置
は
例
外
で
、
芦
田
十
左
衛
門
の
様
に
上
知
を
認
め
ら
れ
た
も
の
は
外
に
も
上
林
宗
平
、

関
吉
兵
衛
な
ど
下
級
家
臣
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
覧
文
四
年
家
老
佐
方
源
右
衛
門
が
「
知
行
所
不
宜
ニ
付
村
所
願
替
」
え
し
た
と
い
う
の
も
家
政
上
の
理
由
か
ら
出
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。延

宝
八
年
は
大
飢
鍾
で
餓
死
者
が
多
く
出
て
お
り
、
宇
土
領
一
五

O
O
O余
人
の
う
ち
飢
死
者
二
五
六
人
で
い
ず
れ
も
無
高
の
者
で
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
飢
鐘
が
藩
財
政
、
家
臣
の
家
政
共
に
更
な
る
窮
地
へ
と
追
い
込
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
れ
に
対
し
ど
の
様
な
措
置

が
な
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
家
臣
救
済
の
史
料
と
し
て
は
年
号
未
詳
で
は
あ
る
が
、
切
米
取
衆
の
上
納
銀
三

O
貫
目
余
の
延
借
等

が
検
討
さ
れ
て
い
た
り
、
「
御
鉄
姐
衆
中
ニ
京
銀
拝
借
被
何
付
鶴
や
手
前
之
借
銀
者
暮
払
切
申
M
H

由
利
足
下
直
之
京
銀
ニ
而
高
利
之
銀
米
払

切
」
と
家
中
の
他
借
に
対
し
て
低
利
の
貸
付
銀
へ
の
借
り
替
え
を
行
な
っ
て
い
る
史
料
が
あ
る
。

行
孝
の
時
代
は
当
初
予
想
さ
れ
た
様
に
財
政
窮
迫
の
状
態
か
ら
の
出
発
で
あ
っ
た
が
、
家
臣
の
家
政
を
犠
牲
に
し
た
藩
財
政
の
き
り
詰

め
と
本
藩
を
仲
介
に
し
た
銀
主
よ
り
の
融
資
で
何
と
か
乗
切
り
、
轟
よ
り
市
中
に
水
道
を
敷
設
す
る
偉
業
を
も
達
成
で
き
た
。
一
方
家
臣

は
家
政
不
知
意
の
た
め
一
ニ
、
四
年
先
迄
の
切
米
等
を
拝
借
し
き
っ
て
次
第
に
熊
本
や
宇
土
の
商
人
よ
り
の
借
銀
も
増
加
し
て
い
っ
た
。

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

四
九



肥
後
宇
土
務
の
財
政
に
つ
い
て

五
0 

興
文
時
代
（
延
享
二
年

i
明
和
九
年
）

こ
こ
に
寛
延
三
年
と
思
わ
れ
る
財
政
の
不
是
高
を
示
す
史
料
が
あ
る
（
表
2
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
免
を
二
ツ
八
歩
五
朱
と
見
込
ん
で
お
り

凶
作
の
年
で
あ
る
。
宇
土
藩
の
他
の
年
の
免
率
を
表
3
に
挙
げ
た
が
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
み
て
も
こ
の
年
は
特
に
悪
い
様
で
あ
る
。
大

坂
へ
の
廻
米
は
一
五
三

O
O俵
ご
俵
H
三
斗
五
升
で
五
三
五
五
石
）
。
こ
の
時
点
で
の
大
坂
借
銀
は
一
七
O
貫
五
六
O
目
。
こ
の
年
の
総
不

足
高
六
九
九
三
一
石
余
。
不
足
高
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
大
坂
借
銀
支
払
い
の
断
り
（
二

O
O
O石
弱
）
、
村
町
よ
り
の
先
納
銀
の
利
払
い
中

止
（
八
七
五
石
）
、
免
を
ニ
ツ
七
歩
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
こ
ツ
八
歩
五
朱
と
す
る
こ
と
に
よ
る
増
収
（
五

O
O石
余
）
、
江
戸
詰
家
中
の
物

2 

午の暮御積りの内（寛延3年）

午の年不足高 6,993石

減 方

免率1歩半増諸怒り共 500石

奥様等一族物成合力米 1歩半減 104 

大坂廻米運賃滅 43 

江戸定詰家中渡方減 142 

年中法事料減 16 

大炊様へ返銀断り 26 

高石合力断り 7 

江戸荷物小人差立相止 25 

芦田瀬左衛門等才覚銀借戻 369 

町村よりの先納銀を利払にして 875 

大坂｛昔物60貫目のみ払 1,935 

熊本より返金の利 140 

計 4,182 

差引 不足 2,811 

江戸への仕出し 1200両分 1,260 

総不足高 4,071石

此代銀232寅 629匁余

表2

※宇土細川家文書3559

免 率

明和 5 4ツ 1歩 5朱 0鹿 7毛 7弗

寛政 2 3 9 6 1 2 9 

3 3 7 2 。8 7 

4 3 2 7 5 6 。
5 4 。3 。7 4 

6 3 9 3 1 2 4 

13 3 2 6 3 9 5 

文政 13 3 8 2 8 3 6 

天保 4 4 。3 4 8 7 

7 3 7 。9 4 9 

8 4 1 。。7 7 

業「日記J「記録jより作成

免率表3



成
等
の
二
歩
の
減
少
（
一
四
二
石
余
）
、
家
臣
の
才
覚
銀
（
三
七
O
石
）
等
で
や
り
繰
り
し
た
が
、
結
局
四

0
0
0石
余
（
銀
に
し
て
ニ
一
二
二

貫
目
余
）
の
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

宇
土
藩
で
は
享
保
一
七
年
の
飢
鐘
で
勝
手
方
の
打
撃
は
大
き
く
延
享
四
年
ま
で
倹
約
が
何
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
寛
延
元
、
二
年
と
打

続
く
損
毛
と
な
り
さ
ら
に
倹
約
が
仰
付
け
ら
れ
、
家
中
手
取
米
等
も
減
じ
ら
れ
た
ま
〉
で
あ
っ
た
。
藩
財
政
の
資
金
繰
り
も
難
か
し
か
っ

た
と
見
え
て
寛
延
二
年
四
月
「
誰
ニ
而
茂
才
覚
之
手
筋
有
之
凶
ハ
〉
可
申
出
」
と
の
沙
汰
が
出
さ
れ
、
こ
の
時
御
米
蔵
目
付
役
を
務
め
て

い
た
芦
田
鶴
太
兵
衛
（
絵
人
並
、
合
力
米
一
五
石
五
人
扶
持
）
は
嶋
原
町
判
屋
兵
左
衛
門
、
同
久
左
衛
門
方
よ
り
銀
一
三
貫
目
を
借
用
し
て
差

出
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
同
年
一

O
月
元
利
共
返
済
さ
れ
た
が
又
々
才
覚
何
付
け
ら
れ
二
ニ
貫
目
を
再
借
し
差
出
し
た
と
い
う
。
こ
れ
が

前
述
の
御
積
り
に
記
載
さ
れ
た
「
芦
田
瀬
左
衛
門
才
覚
之
銀
一
三
貫
目
借
戻
ス
」
分
で
あ
り
、
同
記
の
藤
野
幸
左
衛
門
は
「
口
入
仕
M
H

銀

子
四
貫
目
」
を
寸
志
差
上
げ
た
た
め
、
十
石
四
人
扶
持
を
遣
わ
さ
れ
組
外
中
小
姓
格
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
合
力
二
ヶ
年
分
の
断
り
に
な

っ
て
い
る
高
石
は
長
崎
御
用
達
商
人
で
あ
る
。

寛
延
三
年
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
御
積
り
に
よ
る
不
足
銀
の
補
填
策
の
一
つ
と
し
て
家
中
よ
り
寸
志
銀
を
出
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
一
一
月

七
日
に
は
芦
田
瀬
兵
衛
、
山
本
八
右
衛
門
を
大
坂
へ
金
策
に
遣
わ
し
た
。
「
御
勝
手
向
御
所
務
も
甚
不
宜
御
支
ニ
付
江
戸
大
坂
へ
之
仕
向
も

差
支
愛
元
御
家
中
へ
之
御
渡
シ
方
も
相
見
へ
不
申
」
状
態
で
あ
り
本
藩
へ
も
借
金
の
申
込
み
を
す
る
が
、
「
熊
本
も
甚
御
支
ニ
付
而
不
被
及

了
簡
之
旨
」
申
し
て
き
た
。
更
に
「
当
春
熊
本
へ
御
借
返
シ
ニ
相
成
居
申
凶
対
五
貫
目
銀
御
返
済
之
義
追
ミ
安
元
御
勝
手
方
占
田
中
小
左

衛
門
鎌
田
左
中
井
御
勘
定
方
へ
及
取
置
M
H

所
ニ
是
又
御
支
ニ
て
利
払
迄
ニ
可
致
由
」
申
来
っ
た
。
江
戸
へ
の
仕
向
銀
も
少
し
で
も
早
く
差

向
け
よ
う
と
し
た
が
、
銀
子
不
調
で
延
ば
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
二
月
二
五
日
家
中
の
者
へ
「
当
年
甚
敷
御
差
支
ニ
付
御
免
ア
以
相

積
り
外
へ
ハ
去
年
ノ
半
高
渡
り
程
ニ
物
成
切
米
相
減
シ
外
へ
共
夫
に
て
ハ
数
年
御
減
少
之
手
取
内
へ
相
凌
申
間
敷
」
と
翌
年
の
閏
六
月
、

七
月
に
渡
す
筈
の
根
米
御
扶
持
方
を
先
払
し
て
暮
に
渡
す
こ
と
、
役
米
は
例
年
の
半
高
渡
し
と
す
る
旨
が
家
老
よ
り
申
渡
さ
れ
た
。
翌
正

月
に
届
い
た
大
坂
の
芦
田
瀬
兵
衛
等
か
ら
の
書
状
で
は
「
大
坂
に
て
之
御
勝
手
御
用
御
用
達
共
気
請
不
宜
御
廻
米
皆
済
之
ニ
当
二
月
迫
ニ

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

五



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

五

四
十
貫
之
差
向
M
H

ハ
〉
月
ミ
御
運
送
ハ
可
相
勤
M
H

」
と
銀
主
は
江
戸
へ
の
仕
送
り
は
条
件
付
き
で
約
束
し
た
が
、
参
勤
の
費
用
は
断
わ
っ

た
と
い
う
。
正
月
一
六
日
に
は
在
中
よ
り
の
米
の
納
入
が
悪
い
の
で
代
官
等
が
廻
村
し
、
「
得
と
致
吟
味
相
納
外
様
」
取
計
う
こ
と
に
な
っ

た。
参
勤
出
発
の
日
が
迫
っ
て
も
金
策
が
つ
か
ず
、
度
々
本
藩
と
交
渉
し
た
が
埼
明
か
な
い
た
め
、
参
勤
の
供
人
数
を
極
端
に
減
少
さ
せ
、

参
勤
は
す
る
が
江
戸
で
は
公
役
も
勤
め
難
い
の
で
そ
の
節
は
本
藩
主
よ
り
断
わ
っ
て
く
れ
る
様
に
と
長
岡
監
物
に
書
状
を
送
り
、
供
の
家

中
に
は
旅
手
当
が
渡
せ
な
い
の
で
「
御
渡
シ
方
迄
ニ
而
何
と
ぞ
御
供
可
仕
」
と
申
渡
し
た
。
結
局
町
方
へ
申
付
砂
て
二
月
二
九
日
何
と
か

二
O
O両
程
を
調
達
、
参
勤
出
発
に
間
に
合
っ
た
。
参
勤
費
用
を
急
場
凌
ぎ
で
町
方
に
調
達
さ
せ
た
例
は
宝
暦
五
年
二
月
に
も
見
ら
れ
る
。

町
方
の
商
人
と
し
て
寛
延
三
年
に
は
町
方
別
当
で
あ
る
善
右
衛
門
（
油
屋
）
、
忠
兵
衛
（
讃
岐
屋
）
や
本
二
丁
目
伊
平
次
（
布
屋
）
、
徳
兵

衛
（
塩
飽
屋
）
の
名
が
見
え
る
。
彼
ら
は
宝
贋
四
年
に
は
門
名
（
屋
号
）
を
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
成
長
し
て
屋
号
を
使
い
は

じ
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
代
藩
主
興
文
（
は
じ
め
輿
周
、
隠
居
し
て
月
翁
）
は
延
享
二
年
間
二
一
月
に
襲
封
し
た
が
、
早
々
に
こ
の
様
な
財
政
危
機
に
直
面
し
、

こ
れ
以
後
財
政
の
建
直
し
を
計
っ
た
。
前
藩
主
輿
里
に
引
続
き
倹
約
を
勧
め
る
一
方
殖
産
興
業
を
奨
励
し
、
櫨
、
緒
、
桐
を
植
栽
し
製
蝋
、

製
紙
を
勧
め
、
宝
暦
四
年
に
は
領
内
の
「
明
高
取
斗
」
を
命
じ
て
翌
年
に
は
四

O
O
O石
を
本
高
に
加
算
す
る
な
ど
年
貢
増
収
に
努
め
た
。

同
八
年
に
は
藩
政
施
行
上
の
規
範
と
な
る
べ
き
「
御
定
書
」
（
延
宝
八
年
作
成
）
の
改
正
を
し
、
宝
暦
年
中
に
藩
学
「
温
知
館
」
を
設
立
、

明
和
三
年
に
は
公
役
費
用
捻
出
の
た
め
毎
秋
現
米
一

O
O石
、
軍
用
手
当
の
た
め
宇
土
で
毎
月
銀
六

O
匁
、
江
戸
で
一
両
、
大
坂
で
毎
年

六
両
貯
え
、
予
備
費
を
計
上
す
る
と
と
に
し
た
。
明
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
は
水
道
改
修
工
事
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
は

富
興
行
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

富
興
行
は
寛
延
元
年
に
始
ま
っ
た
。
十
年
終
っ
た
と
と
ろ
で
（
宝
暦
八
年
）
再
度
富
講
を
計
画
し
、
明
日
よ
り
売
初
め
と
い
う
九
月
晦
日

に
「
御
郡
代

E
御
惣
庄
屋
方
江
申
付
町
方
之
者
立
札
持
は
や
し
凶
事
見
合
外
様
」
に
と
本
藩
の
郡
代
よ
り
別
当
共
へ
沙
汰
あ
り
、
翌
日
家



老
中
よ
り
熊
本
奉
行
衆
、
郡
代
へ
書
面
を
遣
わ
し
、
堀
平
太
左
衛
門
に
「
内
謹
取
持
」
を
し
て
も
ら
っ
て
事
済
ん
だ
次
第
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
件
も
本
藩
の
許
可
な
し
に
は
実
施
出
来
な
い
事
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宝
暦
八
年
よ
り
の
富
講
の
座
本
は
宇
土
町
の
米
屋
久
右
衛

門
、
摂
津
屋
弥
左
衛
門
、
油
屋
清
左
衛
門
で
、
一

O
月
一
六
日
に
富
講
上
納
銀
が
皆
済
と
な
り
、
三
人
へ
は
毎
暮
米
二

O
俵
宛
与
え
ら
れ

る
事
に
な
っ
た
。
一

O
月
二
五
日
最
初
の
富
講
が
開
催
さ
れ
た
。
次
に
明
和
三
年
熊
本
奉
行
へ
再
度
の
興
行
を
願
出
て
許
可
さ
れ
て
お
り
、

同
五
年
よ
り
一

0
ヶ
年
興
行
が
続
き
更
に
富
講
は
継
続
し
て
開
催
さ
れ
貴
重
な
藩
の
財
源
と
な
っ
て
い
た
。

宇
土
藩
の
財
政
を
支
え
た
商
人
と
し
て
、
宇
土
町
の
御
用
達
商
人
と
し
て
は
安
永
期
に
は
綿
屋
久
左
衛
門
、
米
屋
久
右
衛
門
、
油
屋
清

左
衛
門
、
摂
津
屋
弥
左
右
衛
門
、
塩
飽
屋
徳
兵
衛
、
油
屋
清
蔵
、
馬
瀬
村
孫
左
右
衛
門
、
御
用
達
並
の
者
に
は
布
屋
伊
平
次
、
油
屋
文
兵

衛
、
米
屋
茂
七
郎
、
摂
津
屋
字
六
、
塩
飽
屋
弥
兵
衛
が
お
り
、
綿
屋
、
米
屋
、
油
屋
、
摂
津
屋
、
塩
飽
屋
が
こ
の
頃
の
町
方
の
代
表
で
あ

ろ〉つ。大
坂
の
蔵
元
、
御
用
達
商
人
に
つ
い
て
は
「
大
坂
水
帳
写
」
に
記
載
さ
れ
た
鍋
屋
吉
右
衛
門
が
蔵
元
の
最
初
で
あ
ろ
う
。
延
事
四
年
に

は
大
坂
蔵
屋
敷
名
代
永
瀬
七
郎
右
衛
門
、
蔵
元
米
屋
藤
介
、
万
屋
与
右
衛
門
と
な
っ
て
お
り
、
宝
暦
十
年
に
は
蔵
元
平
野
屋
弥
太
郎
が
江

戸
へ
の
出
金
難
渋
と
い
う
の
で
御
用
達
を
務
め
て
い
た
近
江
屋
平
兵
衛
と
交
代
さ
せ
る
手
筈
と
な
っ
て
い
た
。
安
永
六
年
に
は
名
代
、
蔵

元
共
に
永
瀬
七
郎
右
衛
円
で
あ
り
、
文
政
四
年
に
は
名
代
永
瀬
七
郎
右
衛
門
で
、
蔵
元
は
文
政
三
年
よ
り
和
泉
屋
次
郎
右
衛
門
が
務
め
て

い
る
。
安
永
九
年
、
大
坂
御
用
達
町
人
を
四
軒
屋
と
称
し
、
平
野
屋
仁
兵
衛
、
油
屋
善
兵
衛
、
井
筒
屋
源
助
、
米
匡
杢
右
衛
門
、
井
筒
屋

平
次
郎
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
明
四
年
に
は
更
に
日
野
屋
又
右
衛
門
、
同
孫
右
衛
門
、
山
城
屋
喜
三
郎
の
名
が
見
え
、
外
に
塩
飽
屋

清
右
衛
門
が
い
る
。
ま
た
宝
暦
一
二
年
に
は
長
崎
御
用
達
商
人
高
石
が
「
万
端
致
方
不
宜
」
に
つ
き
長
崎
堀
江
平
助
と
交
代
し
て
お
り
、

天
保
期
に
は
岩
本
太
郎
左
衛
門
が
長
崎
御
用
達
を
務
め
て
い
る
。
文
政
四
年
に
は
江
戸
御
用
達
と
し
て
福
嶋
善
左
衛
門
の
名
が
見
え
る
。

「
天
明
六
年
分
限
帳
」
よ
り
商
人
に
与
え
ら
れ
た
扶
持
方
を
表
4
に
載
せ
た
。
小
藩
と
い
え
ど
も
多
く
の
商
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
の
財
政

運
営
で
あ
っ
た
。

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

五



表4 「天明六年分限Jより商人の扶持方盤上

荷 人 扶持方 商 人 扶 持 方

淡路屋市郎左衛門 5人 平野屋 恵四郎 2人

粉川屋長右衛門 3人 川尻備後屋吉右衛門 2人

平野康又右衛門 50俵 万屋 長右衛門 5人

堀江 平助 6人 吉田 清蔵 8人

炭屋 市郎次 2俵 方屋 善左 衛門 5人

辻 次郎右衛門 25俵 塩飽屋 弥兵衛 2人

松延 又六郎 20俵 摂津屋 嘉兵衛 1人

衝 嶋屋 忠兵衛 10俵 油屋 次郎 兵衛 3人

平野屋 仁兵衛 15俵， 9人 泊屋 吉兵衛 3人

尼崎屋忠左衛門 10依 井筒屋 元三郎 3人

平 野屋 源兵衛 2人 長瀬七郎右衛門 銀5枚

万屋 与 右 衛 門 3俵 重岡 藤左衛門 銀3枚

近江屋 平兵衛 20俵 万屋 普兵衛 3人

平野毘 平兵衛 5人 泊屋 善兵衛 10人

加賀屡六右衛門 6人 井筒麗 平次郎 5人

桜問 善十郎 10人 塩飽屋 音吉 2人

塩 飽屋 徳兵衛 10俵， 22人 半屋 文六 2人

布屋 伊平次 2人 井筒屋 小兵衛 2人

丸 市屋 彦三郎 5人 油屋 与兵衛 2人

塩飽屋清右衛門 5人 0 河村 善助 5人

箇 利右衛門 10人， 1ヶ月銀50匁 0 羽代 次兵衛 10俵

吉田 清左衛門 10人 0 岩崎 又三郎 7人

摂海屋弥左衛門 6人 0 岩崎 藤四郎 3俵

日野屋又右衛門 20俵 0 中熊久右衛門 12人

上総屋 久世 5人 0 中熊 新蔵 2人

岬屋 九左衛門 3俵 o中熊 茂七郎 2人

綿毘 久左衛門 4人 0 船 場 伊 左衛門 2人

米屋 伝四郎 15俵 0 加藤 市兵衛 7俵

米屋 杢右衛門 15俵， 11人 。山崎 善蔵 2人

駿 河屋 七三郎 12人 0 粟 元安 3俵

讃岐屋 釜 盲 3俵

※「安永ご年改御家中B書上」より。 oの人名が商人であるかは不明

肥
後
宇
土
審
の
財
政
に
つ
い
て

五
回



安
永
七
年
「
御
定
書
」
に
み
る
藩
財
政

宇
土
藩
に
は
藩
政
施
行
上
の
規
範
と
な
る
「
御
定
書
」
が
あ
る
。
最
初
は
延
宝
八
年
に
作
成
さ
れ
た
と
文
中
に
あ
る
。
し
か
し
時
代
の

変
遷
と
共
に
内
容
に
合
わ
な
い
も
の
が
出
て
き
て
宝
暦
八
年
に
改
正
、
更
に
安
永
七
年
に
再
度
改
正
さ
れ
た
。
残
存
し
て
い
る
も
の
は
安

永
七
年
の
分
で
あ
る
。
以
後
も
「
追
ミ
御
定
被
何
出
外
ケ
条
者
飴
紙
ニ
段
ミ
書
載
毎
ケ
条
之
書
一
留
ニ
印
押
可
相
渡
外
事
」
と
時
代
と
共
に

内
容
も
ま
た
変
遷
し
て
い
く
こ
と
を
見
越
し
て
い
る
。

3 

こ
の
「
定
書
」
は
会
所
の
あ
る
宇
土
、
江
戸
、
大
坂
に
置
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
家
老
河
嶋
七
右
衛
門
の
署
名
が
あ
る
。

家老一覧

佐 方 与左衛門 正保3

源右衛門 正保4～？

源右衛門 寛文 12～？

平左衛門 ？～元禄3

郡右衛門 元禄16～

井門 次郎左衛門 貞享3～？

次郎左衛門 天明2～？

次郎左衛門 寛政1～13～？

次郎左衛門 ？～文政2～9～？

大之助 天保3～4

文三郎 天保5～？

浅井 茂大夫 元禄 11～？

九郎大夫 事保 13～？

芦田 調書兵衛 宝永2～？

瀬兵衛 宝暦10～安永2～？

十左衛門 文政3～ 8

中野 十太夫 宝暦10～明和7

三郎右衛門 天保11～弘化2

柴 崎 勘左衛門 宝暦 12～明和4

河 嶋 七右衛門 明和9～寛政元～？

片山 藤左衛門 明和9～？

黒 木 1関蔵 天保4～？

佐久間 勘右衛門 弘化4～嘉永4

表5

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

五
五



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

五
六

家
老
任
用
に
つ
い
て
表
5
に
確
認
出
来
た
範
囲
内
を
書
き
上
げ
た
。
「
定
書
」
の
中
に
は
藩
財
政
を
施
行
す
る
た
め
の
手
続
、
規
範
が
記
し

て
あ
り
、
宇
土
藩
を
理
解
す
る
上
で
基
本
的
な
事
柄
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

会
所
の
も
と
に
藩
の
収
支
算
用
を
行
な
う
代
官
衆
、
米
蔵
、
銀
方
、
借
米
所
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
収
支
を
相
互
に
つ
き
合
わ
せ
て
物
成

の
惣
算
用
が
行
な
わ
れ
目
録
が
作
成
さ
れ
る
。

代
官
衆
手
前
蔵
払
、
会
所
借
米
所
差
紙
以
外
は
脇
払
い
は
一
切
認
め
な
い
。
運
上
銀
納
入
の
際
の
銀
方
の
請
取
手
形
、
諸
御
物
奉
行
手

前
の
一
切
の
差
紙
、
仮
切
手
、
小
買
物
衆
の
買
物
代
銀
請
取
手
形
、
そ
の
外
諸
役
所
に
あ
る
仮
切
手
、
差
紙
は
す
べ
て
会
所
へ
差
出
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
差
紙
、
仮
切
手
、
請
取
手
形
が
会
所
に
集
ま
り
、
会
所
で
収
支
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
る
。

代
官
衆
の
物
成
取
立
の
算
用
は
一

O
月
晦
日
、
一
一
月
晦
日
、

E
月
一
一
日
に
目
録
を
作
成
し
、
三
月
晦
日
に
中
算
用
、
七
月
晦
日
に

惣
算
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
米
蔵
算
用
は
毎
年
八
、
九
月
に
行
な
わ
れ
た
。

米
一
俵
は
近
年
三
斗
二
升
入
と
な
っ
て
い
る
が
、
合
力
米
並
び
に
役
米
は
一
俵
日
三
斗
五
升
の
積
り
で
渡
す
様
に
な
っ
て
お
り
、
切
米
、

扶
持
方
を
俵
に
直
し
て
渡
す
こ
と
を
「
引
超
」
と
称
し
て
い
る
。

代
官
衆
の
年
買
取
立
、
蔵
払
等
其
外
一
切
一
人
で
は
行
な
わ
ず
複
数
の
者
が
担
当
す
る
こ
と
に
決
め
て
い
る
。

「
御
米
蔵
諸
事
申
付
様
之
御
定
」
で
は
、
家
中
物
成
、
切
米
、
扶
持
方
其
外
大
豆
雑
穀
に
至
る
迄
、
三
斗
二
升
に
及
び
M
H

時
は
引
起
し

て
渡
す
。
一
人
前
一
俵
の
升
目
に
足
り
な
い
者
は
他
の
者
と
一
諸
に
し
て
俵
で
渡
し
て
も
よ
い
様
に
近
年
な
っ
た
。
諸
職
人
の
手
間
料
、

売
上
代
米
は
斗
渡
し
と
す
る
。
俵
は
明
俵
で
引
取
る
様
に
し
、
遠
方
の
場
合
の
み
一
俵
を
米
一
合
五
夕
で
引
取
る
と
い
う
。
米
蔵
に
は
当

分
帳
を
置
き
、
売
米
並
び
に
売
米
切
手
差
紙
を
買
取
っ
た
者
が
そ
の
ま
〉
蔵
預
け
す
る
場
合
は
、
蔵
奉
行
へ
申
出
、
当
分
帳
に
付
置
い
て

在
庫
の
把
握
に
役
立
て
た
。

「
御
借
米
所
諸
事
申
付
様
之
御
定
」
で
は
、
家
中
物
成
は
藩
よ
り
の
借
銀
米
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
分
を
引
置
い
て
渡
す
。
今
後
は
銘
々

が
判
形
の
あ
る
通
犠
に
借
米
所
よ
り
の
差
紙
を
記
載
し
、
そ
の
通
帳
で
借
米
所
は
算
用
す
る
。
家
中
の
御
教
の
た
め
に
「
御
銀
米
御
捨
」



と
何
付
け
ら
れ
で
も
「
御
定
之
御
米
共
ニ
御
捨
」
と
い
う
の
で
な
く
て
は
こ
の
分
は
用
捨
で
き
な
い
。

「
御
家
中
江
御
借
被
成
M
H

御
銀
米
之
事
井
利
足
取
立
外
様
之
御
定
」
で
は
、
合
力
米
、
切
米
取
中
に
対
し
、
高
一
石
に
付
四
斗
宛
借
用

出
来
る
。
利
子
は
拝
借
何
付
け
ら
れ
た
場
合
は
無
利
、
そ
の
場
合
で
も
藩
が
他
借
し
て
貸
付
け
る
場
合
は
利
付
、
会
所
よ
り
取
替
え
て
貸

付
け
る
場
合
は
一
割
、
家
中
以
外
へ
は
銀
の
場
合
一
割
五
歩
、
米
は
二
割
の
利
子
と
な
る
。
家
中
の
其
年
の
物
成
、
切
米
分
を
超
え
て
貸

付
け
る
場
合
は
利
付
、
借
銀
米
取
立
は
相
場
を
み
な
が
ら
一
一
月
一
五
日

1
二
五
日
迄
に
相
場
を
定
め
、

廻
い
、
ニ
五
日
ま
で
に
算
用
を
す
る
。

一
二
月
一
日

1
二
O
日
迄
に
仕

大
き
い
。

「
御
家
中
役
高
」
に
つ
い
て
は
代
表
的
な
も
の
を
選
び
出
し
て
表
6
に
し
た
。
熊
本
本
藩
と
比
す
れ
ば
上
級
家
臣
に
な
る
程
そ
の
差
は

す
が
、
代
替
り
に
な
る
度
に
減
少
、

「
町
在
之
者
金
銀
米
御
用
ニ
付
褒
美
被
下
定
」
に
よ
る
と
、
褒
美
の
紋
付
は
’
自
由
に
着
用
出
来
な
い
。
扶
持
方
は
そ
の
者
一
代
に
は
渡

四
代
目
よ
り
は
渡
さ
な
い
。
知
行
も
其
者
一
代
に
は
渡
す
が
、
二
代
目
は
減
少
、
三
代
目
に
は
扶
持

家中役高定

職名 役高

一門家老 500石

惣司家老 250石

番頭兼帯家老 300石

同家老脇 250石

用人 200石

物頭 150石

奉行 130石

作事奉行 120石

町奉行 120石

船手顕 120石

平士知行取 100石

擬作知行 50～100石

合力米取 f80i銭 5～10人

給人並 15石5人

側小姓 14石4人

中小姓組 13石4人

上組外小奉行 10石4人

徒土組 8石3人

内倹 7石3人

中組外 6石2人

下組外 5石5斗2人

鉄砲組・弓組 6石2人

船手組 6石2λ

表6

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

「御定書J（宇土細川家文書4）より

五
七 知行取手取表7

高

1ツ3分手取

1ツ3分 H

役無高

1ツ8分手取

3ツ3分 H

役

居

居

地

定

旅詰 I3ツ5分＂ I iツ3分 H

※「明和7年御啄中御唆高手取等御改之帳J
（宇土細川家文書145-3)
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方
を
渡
し
、
四
代
目
よ
り
は
渡
さ
な
い
。
藩
の
返
済
滞
り
の
代
り
と
し
て
渡
さ
れ
た
扶
持
方
は
、
代
替
り
に
新
た
な
上
納
分
が
な
く
と
も

扶
持
方
は
渡
す
が
、
同
様
な
場
合
の
知
行
に
つ
い
て
は
代
替
り
に
新
た
な
献
金
が
な
け
れ
ば
切
米
、
扶
持
方
渡
し
と
す
る
。

「
手
取
御
定
」
に
つ
い
て
は
知
行
取
分
だ
け
を
表
7
に
挙
げ
た
。
役
高
を
超
え
た
知
行
分
は
無
役
手
取
と
す
る
。
役
高
に
満
た
な
い
知

行
取
衆
に
は
足
高
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
和
七
年
に
改
定
さ
れ
た
も
の
。

以
上
の
外
に
も
役
料
定
、
道
中
船
中
定
、
旅
役
定
等
々
の
規
定
が
あ
る
。

立
語
、
立
之
、
立
政
時
代
（
安
永
元
年

1
文
政
九
年
）

輿
文
は
明
和
九
年
正
月
隠
居
し
て
月
翁
と
称
し
桂
原
村
に
蕉
夢
庵
を
建
立
、
俳
人
、
茶
人
と
し
て
も
名
を
成
し
た
。
そ
の
跡
七
代
立
撞

が
相
続
し
た
が
藩
財
政
の
窮
乏
は
変
ら
ず
、
安
永
九
年
は
不
作
と
な
り
、
翌
春
の
参
勤
旅
用
が
三
五

O
両
不
足
し
、
殿
様
病
気
と
称
し
て

暫
ら
く
参
勤
を
延
引
し
て
旅
費
の
工
面
が
な
さ
れ
た
。
天
明
二
年
に
も
借
金
が
重
な
り
「
三
境
共
ニ
取
続
見
不
申
」
状
態
と
な
り
、
滞
府

願
が
出
さ
れ
た
。
天
明
一
二
年
甚
敷
凶
作
と
な
り
諸
方
村
々
の
難
儀
な
者
に
粟
が
与
え
ら
れ
た
。
大
坂
借
財
も
増
加
し
、
勝
手
向
き
も
甚
だ

差
支
え
で
い
る
折
同
七
年
九
月
、
立
謹
は
本
家
を
相
続
す
る
こ
と
に
な
り
八
代
立
之
が
宇
土
藩
を
相
続
し
た
。

覚
政
四
年
島
原
大
変
で
肥
後
が
津
波
の
被
害
を
蒙
っ
た
年
、
大
坂
、
江
戸
で
五
朱
の
利
で
の
才
覚
が
整
わ
ず
、
宇
土
藩
は
本
藩
に
対
し

九
六

O
貫
目
の
才
覚
を
願
出
た
が
、
本
藩
よ
り
「
当
年
ハ
津
波
之
犬
変
其
外
色
ミ
齢
斗
之
御
物
入
有
之
御
勝
手
向
之
取
斗
甚
御
難
渋
之
翻

ニ
付
」
と
断
わ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
津
波
の
被
害
で
本
藩
が
公
儀
よ
り
拝
領
す
る
分
の
割
当
を
期
待
し
、
「
当
暮
ハ
如
伺
様
ニ
も
押
移
ニ
可

（回｝

相
成
M
H

得
共
来
年
ハ
絶
体
絶
命
之
積
合
ニ
存
外
」
と
、
翌
年
に
は
二
万
両
を
本
藩
の
納
戸
金
を
当
て
に
し
て
願
出
る
算
段
を
し
て
い
た
。

宇
土
藩
の
財
政
建
直
し
は
う
ま
く
い
か
ず
、
家
臣
の
家
政
も
極
限
に
達
し
て
お
り
、
そ
の
上
寛
政
六
年
に
大
坂
廻
米
船
が
平
戸
沖
で
難

（制）
船
す
る
事
故
が
あ
っ
て
い
よ
ノ
＼
財
政
事
情
は
悪
化
し
、
同
七
年
よ
り
十
ヶ
年
間
、
本
藩
が
介
入
し
て
財
政
運
営
が
取
り
し
き
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
改
作
中
は
本
藩
の
指
導
の
も
と
に
厳
し
い
や
り
繰
が
な
さ
れ
、
扶
持
方
が
減
じ
ら
れ
、
領
内
に
は
寸
志
が
命
じ
ら
れ

4 



た
。
寛
政
二
一
年
宇
土
藩
が
勅
使
馳
走
役
を
命
じ
ら
れ
た
時
に
は
在
中
高
掛
銀
が
申
付
り
ら
れ
て
お
り
、
享
和
三
年
凶
作
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
年
貢
並
び
に
上
ケ
米
上
納
が
皆
済
と
な
っ
て
お
り
、
厳
し
い
取
立
て
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
一
方
、
融
資
面
で
は
本

藩
の
斡
旋
を
う
砂
て
お
り
、
寛
政
二
ニ
年
九
月
に
は
早
く
も
翌
年
の
在
所
下
向
の
旅
用
金
調
達
の
目
途
が
つ
い
て
い
た
。
そ
の
融
資
と
は
、

大
域
商
人
へ
の
借
金
返
済
の
た
め
年
々
二

0
0
0石
宛
の
積
登
せ
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
享
和
二
年
暮
に
は
元
利
皆
済
の
見
通
し
と
な
る

の
で
、
こ
の
分
を
見
越
し
て
の
才
覚
が
仰
付
け
ら
れ
、
旅
用
入
目
金
高
一
五

O
O両
の
内
一
四
八

O
両
が
翌
春
大
坂
よ
り
江
戸
へ
運
送
さ

れ
る
手
筈
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
こ
の
時
、
熊
本
奉
行
嶋
田
嘉
津
次
が
嘆
い
て
い
う
に
は
「
却
市
両
三
年
者
御
不
足
余
斗
ニ
相
成
下
地
卯
暮
己
前
追
ミ
御
振
替
外

ニ
当
時
新
御
才
覚
五
百
貫
目
程
ニ
而
初
発
し
ら
へ
通
ニ
者
参
り
不
申
外
此
節
御
入
用
と
て
も
前
文
之
通
最
初
積
高
よ
り
相
増
外
而
者
向
ミ

御
難
渋
之
儀
一
一
而
御
改
作
之
御
趣
意
茂
立
不
申
」
と
当
初
の
調
べ
よ
り
も
入
用
金
が
増
加
す
る
上
に
才
覚
が
専
ら
借
金
で
賄
な
わ
れ
て
、

借
財
が
と
て
も
減
る
状
態
で
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

こ
の
後
本
藩
介
入
は
属
々
あ
り
、
本
藩
に
は
宇
土
藩
よ
り
の
御
用
頼
奉
行
（
本
藩
で
は
宇
土
勝
手
向
御
用
掛
と
称
す
）
が
存
在
し
た
。

（儲）

文
政
六
年
に
は
本
藩
勘
定
所
目
付
杉
浦
仁
一
郎
が
江
戸
、
大
坂
あ
る
い
は
宇
土
に
出
向
し
て
お
り
、
翌
七
年
間
八
月
に
「
本
方
御
引
請
年

限
相
済
M
H

ニ
付
此
節
御
手
限
之
御
取
斗
ニ
相
成
」
っ
て
い
る
。
ま
た
同
一
一
年
に
は
以
後
七
ヶ
年
間
勝
手
向
取
締
が
ま
た
本
方
加
談
の
上

に
な
さ
れ
る
様
に
な
り
、
さ
ら
に
引
続
き
天
保
五
年
よ
り
も
是
迄
通
り
と
本
藩
役
人
の
も
と
で
の
財
政
運
営
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
金

策
が
本
藩
任
せ
と
な
り
、
宇
土
藩
に
は
以
前
の
様
な
財
政
面
で
の
緊
迫
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

文
政
六
年
に
宇
土
藩
は
大
坂
長
田
、
稲
川
両
家
よ
り
三

O
O貫
目
を
借
入
れ
て
お
り
、
同
一
三
年
院
使
馳
走
役
の
際
に
は
熊
本
本
藩
に

助
成
金
二

O
O
O両
を
、
そ
の
外
一
六

O
O両
は
臨
時
備
金
よ
り
手
当
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
同
年
縁
組
の
用
意
金
の
内
一

0
0

0
両
の
融
資
を
麟
っ
た
が
、
本
藩
は
そ
れ
を
断
っ
て
大
坂
表
で
の
融
通
を
才
覚
し
て
お
り
、
こ
の
返
済
に
は
無
尽
再
興
を
以
て
当
て
る
様

に
と
の
指
示
を
出
し
て
い
る
。

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

五
九
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家中渡米総高表9家中人数表8

1455石余

天明元

文政 4 1 229拓余

業［覚J（宇土細川！家文書150)
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延享 5

天明 6

文政 6

講
は
大
名
財
政
に
と
っ
て
貴
重
な
融
通
資
金
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
宇
土
藩
で
は
文
化
期
以
降
講

を
組
立
て
る
事
が
多
か
っ
た
。
「
家
中
書
お
の
中
に
直
接
講
を
担
当
し
た
こ
と
に
よ
り
称
さ
れ
た
事
を

書
き
あ
げ
て
い
る
の
で
そ
れ
を
拾
い
あ
げ
る
と
、
文
化
七
年
百
貫
目
講
組
立
、
同
一

O
年
三
千
両
講
再

講
、
同
一
一
年
百
貫
目
講
組
立
、
同
一
五
年
再
講
組
立
、
文
政
二
年
領
内
在
中
窮
民
御
救
手
当
と
し
て

講
組
立
、
同
五
年
三
千
両
講
再
興
、
千
五
百
両
講
組
立
、
同
六
年
組
立
無
尽
講
算
用
延
引
、
百
貫
目
講

再
興
、
同
一
一
年
千
四
百
両
講
再
興
、
天
保
三
年
江
戸
に
て
三
千
両
講
再
興
、
天
保
八
年
千
両
講
組
立
、

同
一
二
年
千
二
百
両
講
組
立
、
同
一
四
年
二
千
両
講
再
興
、
弘
化
二
年
千
両
講
再
興
、
嘉
永
田
年
江
戸

表
千
四
百
両
講
満
会
、
猶
文
組
立
と
あ
り
、
百
貫
目
講
、
三
千
両
請
、
千
五
百
両
講
、
千
四
百
両
講
、

千
二
百
両
講
、
千
両
講
と
額
も
大
き
く
、
そ
れ
ら
が
繰
り
返
し
再
興
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
講
が
先

述
し
た
無
尽
講
の
よ
う
に
大
坂
商
人
よ
り
借
入
れ
る
際
の
引
当
と
な
り
、
ま
た
「
御
殿
御
普
請
取
起
ニ

付
御
入
用
金
再
興
御
組
立
」
と
臨
時
の
出
費
の
財
源
と
な
っ
た
。

ま
た
従
来
か
ら
三
宮
社
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
富
講
興
行
も
絶
え
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
て
お
り
、

文
化
五
年
よ
り
は
一
割
増
札
の
二
五
ヶ
年
興
行
が
許
可
さ
れ
、
満
講
と
な
っ
た
天
保
四
年
に
は
さ
ら
に

以
前
の
札
数
に
引
戻
し
て
年
間
一
五
富
宛
の
興
行
を
本
藩
に
顛
出
た
が
、
「
富
講
興
行
之
儀
度
数
及
繁
多

下
方
之
衰
微
ニ
相
成
汎
付
（
略
）
末
方
為
御
救
所
主
江
御
免
之
富
講
年
分
興
行
之
度
数
を
被
減
目
一
新
規
之

富
講
ハ
当
年
迄
一
切
畳
被
何
付
置
外
処
今
以
末
方
甘
キ
ニ
茂
不
相
成
様
子
ニ
付
」
と
他
の
富
講
と
の
兼

合
い
か
ら
、
是
迄
通
り
増
札
で
一
一
一
富
を
五
ヶ
年
間
許
可
す
る
旨
本
藩
の
御
用
頼
奉
行
楯
岡
七
左
衛
門

よ
り
伝
え
ら
れ
た
。

緊
縮
財
政
の
施
策
の
一
っ
と
し
て
家
臣
の
人
員
減
が
行
な
わ
れ
た
。
文
政
六
年
本
藩
役
人
杉
浦
仁
一

※覚（宇土細／II家文書 150)



郎
に
よ
る
財
政
挺
入
れ
の
際
家
中
へ
「
格
別
拝
借
銭
」
が
渡
さ
れ
た
が
、

一
方
で
家
臣
団
縮
少
の
た
め
に
家
中
人
数
と
家
中
手
渡
米
高
の

調
査
が
行
な
わ
れ
た
（
表
8
、
表
9
）
。
こ
れ
に
よ
る
と
総
人
数
は
延
事
五
年
の
段
階
よ
り
て
七
倍
に
増
え
、
宝
暦
五
年
の
家
中
手
渡
総
高

よ
り
文
政
四
年
の
段
階
で
は
一
、
五
倍
の
増
加
で
、
人
数
増
加
の
割
に
は
手
渡
米
高
は
押
え
ら
れ
て
い
る
。
人
数
に
つ
い
て
は
安
永
七
年
の

「
御
定
」
で
跡
目
並
び
に
新
家
に
召
出
さ
れ
た
者
が
結
構
あ
っ
て
増
加
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
河
嶋
七
右
衛
門
の
「
覚
」
で
は
、
行

孝
時
代
に
は
鉄
畑
、
弓
の
者
が
都
合
一

O
O人
い
た
の
に
財
政
窮
迫
と
共
に
次
第
に
減
少
し
、
輿
里
、
興
文
の
代
に
は
半
分
の
五

O
人
程

に
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
で
は
軍
役
が
勤
め
ら
れ
な
い
。
倹
約
期
間
中
で
あ
る
の
で
、
組
の
者
の
役
米
八
石
二
人
扶
持
方
を
六
石
二
人
扶

一
人
に
一
人
宛
の
養
子
を
申
付
け
何
と
か
一

O
O人
に
増
や
し
た
が
、
又
々
欠
人
が
出
て
天
明
六
年
の
段
階
で
は
百
挺
は

持
方
に
減
じ
、

描
い
兼
ね
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
安
永
期
に
は
か
な
り
の
増
員
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
ま
た
献
金
に
よ
る
取
立
て
家
中
も
増

加
し
て
い
る
。

ま
た
人
数
の
割
に
手
渡
米
高
が
増
え
て
い
な
い
の
は
、
手
取
米
が
明
和
七
年
に
は
知
行
取
の
場
合
一

O
O石
に
つ
き
一
八
石
で
あ
っ
た

も
の
を
、
天
明
七
年
に
は
一
六
石
手
取
と
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
二
割
五
歩
の
懸
り
米
を
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
た
め

「
家
中
一
統
年
増
ニ
衰
微
仕
困
窮
之
至
極
風
儀
悪
敷
末
ミ
ニ
至
M
W

而
者
不
埼
之
筋
ニ
而
永
御
暇
被
下
或
ハ
出
奔
仕
外
者
も
出
来
」
と
家
中
の

乱
れ
を
上
羽
又
右
衛
門
等
は
述
べ
て
い
る
。

天
明
六
年
段
階
で
扶
持
方
を
与
え
ら
れ
た
商
人
は
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
が
、
覧
政
七
年
こ
れ
ら
の
扶
持
数
一
三
二
人
扶
持
あ
っ
た
と

こ
ろ
を
改
作
開
始
と
共
に
一

O
二
人
扶
持
の
支
給
を
停
止
し
、
三

O
人
扶
持
の
み
渡
し
て
い
た
。

興
文
以
降
殖
産
興
業
政
策
は
引
継
が
れ
、
櫨
の
植
栽
や
杉
の
仕
立
が
行
な
わ
れ
産
物
方
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
年
賀
増
徴
策
と
し
て
新

地
築
造
が
行
な
わ
れ
、
新
聞
村
の
新
地
築
造
や
文
政
元
年
に
は
神
ノ
古
閑
並
び
に
三
軒
屋
新
地
築
造
が
完
成
し
て
い
る
。

以
上
の
様
な
諸
施
策
が
反
映
し
た
の
が
天
保
六
年
の
「
御
積
帳
」
で
あ
る
。

肥
後
宇
土
議
の
財
政
に
つ
い
て

六



肥
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行
芽
時
代
（
文
政
九
年

1
嘉
永
四
年
）
の
「
御
積
帳
」

九
代
立
政
（
は
じ
め
与
松
）
は
文
政
元
年
八
月
家
督
相
続
し
た
が
、

同
九
年
三
月
本
家
を
相
続
し
た
た
め
、
弟
行
芽
（
は
じ
め
熊
之
丞
、
之

寿
）
が
同
四
月
十
代
藩
主
と
な
っ
た
。
行
芽
時
代
の
「
御
積
帳
」
が
二

例
あ
る
の
で
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
の
財
政
事
情
を
み
て
み
よ

5 

フ。

日
に
米
・
銀
の
収
支
を
載
せ
た
。
い
ず
れ
も
無
年
号
で
あ

る
が
、
ー
は
天
保
六
年
、

H
は
弘
化
年
間
の
い
ず
れ
か
の
年
で
あ
る
。

在
邑
年
と
参
勤
年
の
二
ヶ
年
の
積
帳
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
参
勤
年
を
そ
れ
ぞ
れ
比
較
し
て
み
た
。
ー
は
免
率
三
ツ
九
歩
五

表
M
、

朱、

H
は
三
ツ
八
歩
の
物
成
収
入
で
作
柄
は
普
通
で
あ
る
と
い
え
る
。

米
の
収
入
は
一
四
O
O
O
余
石
。
こ
の
う
ち
大
坂
廻
米
（
江
戸
廻
り

共
）
と
地
方
売
米
は
合
わ
せ
て
一

0
0
0
0石
弱
で
両
年
共
ほ
ぽ
同

量
（
I
は
米
収
入
の
六
八
%
、

H
は
七
O
%
に
当
る
）
で
、

そ
の
内
大
坂

廻
米
は
六
五
O
O
石

1
七
0
0
0石
で
あ
る
。
銀
の
収
入
で
農
が
出

て
い
る
の
は
両
年
の
米
価
の
差
に
よ
る
と
い
え
よ
う
。
銀
収
入
が

I

の
方
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
出
は

H
の
方
、
が
多
く
な
っ
て
い
る

ー
の
年
が
よ
り
緊
縮
策
を
と
っ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
o

H
の
支
出
で
は
一
族
等
の
手
当
、
江
戸
詰
家
中
渡
、
年
賦
払
が
増
加

の
は
、

占

ノ、

米収支（参勤年）

I （天保6年） II （弘化年間）

物成外惣収納 14,262石 13,943石

寸志籾代米・惣代小頭給外 176 88 

家中明屋敷年貢米 2 

総収入 14,438 14,033 

内 内

宇土造用 3,680 3,742 

大坂廻米・江戸廻共 6,418 6,966 

地方売米 3,416 2,861 

在中窮飢手当備分 220 184 

大豆代米 286 280 

家中町払 280 。
その他 138 。
総支出 14,438 14,033 

※「御在府年三境見渡御積幌」宇土細川家文書132，「御参勤年惣斗見亘御積帳J宇土細川家文書
134 

表10
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~ 

ノ、

表 11 銀収支（参勤年）

I （天保6年） II （弘化年間）

小物成銀外 2 賀 359匁 2 貫 273匁

人馬水夫銀・飼料・渋柿代 9 005 11 013 

川口運上 5 500 5 500 

大坂廻米売米代 424 193 390 963 

地方売米代 211 444 173 873 

大豆代銀 17 619 19 694 

家中町払代 7 081 。
冨講落銭 51 800 53 034 

銀方へ預銭の利 4 558 。
その他 981 15 217 

総収入 735 540 671 567 

内 内

江戸造用 358 326 281 920 

一族・親類手当 24 448 62 016 

納戸・小納戸・台所費用 22 352 22 509 

公役手当 52 943 53 731 

参勤 132 875 125 050 

江戸詰家中渡 66 539 106 553 

年賦払 40 615 55 810 

地方借物井言語銭出方 18 171 19 101 

議掛金 15 240 21 960 

宇土造用 34 928 63 696 

廻米運賃外 51 728 52 175 

地方諸入用 13 825 47 668 

その他 12 050 63 879 

総支出 844 040 926 068 

不 足 108 500 254 501 

※表10と向史料
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六
回

し
て
い
る
。

銀
収
入
で
は
、
米
、
大
豆
の
売
代
銀
が
九
O
%
（
I
）
1
八
七
%
（
H
）
を
占
め
、
小
物
成
等
の
い
わ
ゆ
る
銀
収
入
は
少
な
い
。
そ
の
中

で
も
富
講
興
行
に
よ
る
収
入
は
大
き
く
、
一
富
の
収
益
が
銭
七
買
九
五
五
匁
一
分
ニ
厘
で
二
一
富
分
、

I
、
H
共
に
同
額
収
入
で
あ
る
が

銭
銀
の
交
換
価
格
で
差
が
出
て
い
る
。
ま
た
新
田
開
発
の
成
果
と
し
て
の
三
軒
屋
御
閥
、
沖
古
閑
で
の
大
豆
収
入
が
H
で
は
一
O
六
石
余

計
上
さ
れ
て
い
る
。

支
出
で
は
江
戸
、
宇
土
造
用
、
一
族
等
手
当
、
台
所
等
費
用
が
五
二
%
（
I
）
1
四
六
%
と
支
出
の
半
分
を
占
め
、
参
勤
費
用
が
二
ハ
%

（I
）
1
一
四
%
（
H
）
、
借
金
返
済
、
講
掛
金
が
九
%
（
I
）
1
一
一
%
（
H
）
に
当
っ
て
い
る
。

講
の
掛
金
が
ー
で
は
千
四
百
両
講
と
九
百
両
講
に
銀
一
五
貫
目
余
、
さ
ら
に
地
方
借
物
の
中
に
主
殿
、
職
等
一
族
の
仕
立
講
の
掛
銭
九

貫
七
五
O
目
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
日
で
は
千
四
百
両
講
、
千
両
講
の
掛
金
、
二
五
O
貫
目
講
の
掛
金
が
あ
り
、
大
坂
借
物
の
中
に
二
二

O
貫
目
講
掛
金
と
し
て
銀
二
五
貫
目
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

年
賦
払
い
が
ー
よ
り
H
の
方
が
多
い
の
は
、
天
保
六
年
以
降
新
た
に
借
金
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
遡
つ
て
の
借
金
の
返
済
で
あ
る
。

I
の
天
保
六
年
で
は
大
坂
借
物
と
し
て
泉
屋
次
郎
右
衛
門
、
同
猪
三
郎
、
日
野
屋
又
右
衛
門
、
井
筒
屋
他
三
郎
に
対
す
る
利
払
等
が
銀
八

貫
目
余
、
江
戸
借
財
年
賦
に
銀
一
九
貫
自
余
、
江
戸
日
下
金
四
郎
へ
一
三
貫
目
余
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
外
、
（
天
保
五
年
）
午
六
月
に
新

た
に
小
西
新
右
衛
門
よ
り
銀
七
五
貫
目
を
家
中
救
済
銀
と
し
て
借
り
受
け
月
八
朱
の
利
で
貸
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

H
の
弘
化
年
間
積
帳
で
は
大
坂
借
物
と
し
て
、
文
政
六
年
の
長
田
、
稲
川
両
家
よ
り
の
借
銀
三
O
O
貫
目
の
内
、
未
払
分
一
O
O
貫
目

の
支
払
い
を
年
三
朱
の
利
で
寅
（
天
保
二
ニ
年
）
よ
り
銀
八
貫
三
O
O
目
払
、
五
軒
家
旧
借
利
分
五
歩
一
渡
（
銀
三
貫
七
O
O
目
）
、
日
野
屋

文
右
衛
門
に
同
（
銀
一
貫
五
六
O
目
）
、
井
筒
屋
他
三
郎
へ
同
（
銀
一
五
四
匁
五
分
）
、
泉
屋
次
郎
右
衛
門
調
達
銀
三
五
貫
目
（
無
利
）
の
払
（
銀

一
貫
五
O
O
目
）
、
長
田
作
兵
衛
に
は
さ
ら
に
天
保
一
三
年
に
銀
二
O
O
貫
目
（
元
銀
七
ヶ
年
居
置
、
利
三
朱
）
、
同
年
平
野
屋
惣
兵
衛
に
銀
一

0
0貫
目
を
借
入
れ
て
お
り
、
こ
の
年
の
分
で
銀
九
O
O
目
の
払
い
と
な
っ
て
い
る
。



こ
の
外
江
戸
の
商
人
で
あ
ろ
う
か
、
伊
勢
屋
清
助
の
残
金
八

O
両
を
八
ヶ
年
賦
に
し
て
銀
六
一

O
匁
、
仙
渡
太
郎
兵
衛
の
天
明
年
中
の

調
達
金
六

O
O両
と
利
分
滞
分
合
わ
せ
て
一
一
六

O
両
を
三

O
年
賦
に
し
て
銀
三
貫
六
六

O
目
を
計
上
し
て
い
る
。

公
役
費
用
は
明
和
三
年
よ
り
積
立
さ
れ
て
い
る
が
、

H
の
弘
化
年
間
積
帳
の
様
に
一
二
ヶ
年
の
見
込
額
を
出
し
て
一
ヶ
年
の
平
均
を
出

し
、
毎
年
積
立
て
備
え
て
い
る
。

ー
の
天
保
六
年
積
帳
で
は
大
坂
商
人
へ
の
支
払
を
極
力
押
え
て
江
戸
商
人
を
中
心
に
支
払
い
、

H
の
弘
化
年
で
は
従
来
の
借
銀
滞
分
の

返
済
を
交
渉
の
結
果
支
払
開
始
し
た
た
め
年
賦
払
い
が
増
加
し
て
い
る
。

表
中
の
地
方
諸
入
用
の
項
目
に
は
廻
米
積
出
造
用
、
在
中
へ
相
渡
候
鯨
油
代
、
富
場
諸
造
用
、
武
器
仕
組
料
、
在
中
非
常
備
、
地
方
造

用
外
諸
ミ
取
繕
等
臨
時
手
当
等
が
含
ま
れ
る
が
、
積
帳
の
中
に
は
農
民
救
済
等
領
内
施
策
に
係
わ
る
支
出
は
少
な
い
。

ー
の
天
保
六
年
積
帳
で
は
参
勤
年
の
不
足
銀
一

O
八
貫
五

O
O匁
余
、
在
邑
年
不
足
銀
一

O
O貫
九
二
一
匁
余
あ
り
、
二
ヶ
年
の
不
足

銀
高
は
二

O
九
貫
四
二
一
匁
余
で
あ
る
。
文
H
の
弘
化
年
で
は
参
勤
年
の
不
足
銀
二
五
四
貫
五

O
O匁
、
在
邑
年
の
不
足
銀
一
＝
三
貫
八

六
七
匁
余
で
二
ヶ
年
の
不
足
銀
高
は
四
八
六
貫
コ
一
七
七
匁
余
と
な
っ
て
い
る
。
ー
の
天
保
六
年
の
積
り
で
は
こ
の
不
足
銀
を
殿
様
の
下
向

を
取
り
や
め
る
こ
と
で
解
消
し
、
滞
府
を
続
け
る
こ
と
で
逆
に
四
二
貰
自
余
（
金
六
六
O
両
余
）
の
余
分
を
見
込
ん
で
お
り
、
参
勤
に
伴
な

う
費
用
が
い
か
に
藩
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
殿
様
が
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
と
「
繰
合
六
ケ
敷
」
な
り
「
諦
了
院
様
御
遺

金
井
御
側
余
之
内
ヲ
取
加
え
」
て
も
や
り
繰
り
が
つ
か
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

H
の
弘
化
年
の
様
に
支
出
を
緩
め
た
積
り
に
な
る
と
、
滞

府
を
続
け
て
も
不
足
が
出
る
こ
と
に
な
り
藩
の
借
銀
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
。
。

お
わ
り
に

宇
土
支
藩
の
本
藩
に
対
す
る
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
従
来
「
対
将
軍
家
公
式
の
願
届
や
藩
内
の
司
法
、
立
法
、
行
政
の
三
権
の
多
く
は

本
藩
が
握
っ
て
お
り
」
と
本
藩
よ
り
の
独
立
性
に
問
題
が
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
家
老
に
つ
い
て
い
え
ば
宝
暦
一

O
年

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

六
五



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

六
六

芦
田
瀬
兵
衛
・
中
野
十
太
夫
に
対
す
る
宇
土
藩
主
よ
り
の
任
命
、
宝
暦
八
年
の
富
講
再
興
（
結
果
的
に
は
本
藩
奉
行
よ
り
中
止
命
令
が
出

て
本
藩
の
許
可
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
が
）
等
輿
文
時
代
に
は
よ
り
積
極
的
な
政
策
が
と
ら
れ
、
脱
本
藩
支
配
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
江

戸
、
大
坂
、
畏
崎
で
の
借
金
は
銀
主
は
本
藩
よ
り
の
紹
介
者
と
思
わ
れ
る
が
独
自
の
交
渉
で
も
っ
て
銀
子
調
達
を
し
て
い
る
。
寛
延
三
、

四
年
の
様
な
逼
迫
し
た
財
政
事
情
の
中
で
大
坂
の
銀
主
も
本
藩
の
融
資
も
当
に
出
来
ず
や
っ
と
領
内
商
人
よ
り
の
調
達
で
危
機
を
切
り
抜

げ
て
お
り
、
そ
の
後
殖
産
興
業
政
策
で
領
内
の
商
人
も
資
本
を
蓄
え
て
い
く
様
で
あ
る
。
興
文
の
時
以
降
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
倹
約
政

策
の
中
で
家
中
に
そ
の
し
わ
寄
せ
が
い
き
家
中
の
手
取
減
少
が
続
く
な
か
で
「
一
同
難
義
至
極
之
義
ニ
M
W

得
共
乍
此
上
何
と
そ
相
凌
衆
体

｛回｝

見
苦
敷
分
者
御
構
不
被
成
川
仲
間
如
何
様
と
も
取
合
せ
相
勤
外
様
」
と
家
中
の
外
見
に
は
も
は
や
構
っ
て
い
ら
れ
な
い
有
様
と
な
っ
て
き

た
。
こ
の
時
期
が
最
初
に
本
藩
が
宇
土
支
藩
財
政
に
介
入
し
て
き
た
寛
政
七
年
頃
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
幸
い
七
代
藩
主
立
弘
は
天
明

七
年
九
月
に
本
藩
を
相
続
し
て
お
り
、
資
余
繰
り
の
目
途
等
の
願
も
出
し
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
以
後
本
藩
は
し
ば
し
ば
宇
土

支
藩
財
政
に
介
入
し
、
長
田
作
兵
衛
等
資
力
の
あ
る
大
坂
商
人
か
ら
資
金
を
融
通
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
三
千
両
講
等
講
を
発
記
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
資
金
繰
り
を
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
講
に
は
大
坂
、
江
戸
等
の
有
力
商
人
あ
る
い
は
領
内
の
商
人
が
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
と

思
う
。こ

の
よ
う
に
し
て
十
代
行
芽
（
嘉
永
四
年
隠
居
）
の
頃
ま
で
は
倹
約
は
引
続
き
行
な
わ
れ
、
藩
主
が
滞
府
を
続
け
る
こ
と
で
参
勤
の
住
来

費
用
を
語
か
せ
る
な
ど
の
努
力
、
新
回
開
発
や
殖
産
興
業
等
な
ど
に
よ
る
増
収
が
は
か
ら
れ
た
が
、
本
藩
の
援
助
の
も
と
に
い
る
た
め
資

金
繰
り
で
緊
迫
し
た
状
態
は
み
ら
れ
な
い
。
本
藩
も
財
政
難
状
態
は
続
い
て
い
る
が
、
支
藩
を
抱
え
こ
む
こ
と
で
体
面
を
維
持
出
来
、
さ
ら

に
本
藩
が
二
の
丸
普
請
を
何
付
げ
ら
れ
た
時
の
様
に
宇
土
領
内
よ
り
も
寸
志
を
出
さ
せ
る
な
ど
（
と
の
内
四
歩
は
窮
民
取
救
筋
と
し
て
字
土

藩
に
渡
す
）
、
本
藩
の
直
接
支
配
の
様
相
を
呈
し
て
き
で
い
る
。
熊
本
藩
に
は
外
に
支
藩
新
田
藩
が
あ
る
が
、
財
政
的
に
み
れ
ば
支
藩
を
創
出

す
る
こ
と
は
本
藩
に
と
っ
て
得
策
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
何
故
支
藩
が
創
出
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
事
情
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



註

（1
）
「
日
記
」
「
記
録
」
「
家
中
書
上
之
控
」
等
よ
り
。

（2
）
書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
五
八
四
・
三
七
二
二
）
。

（3
）
「
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
四
九
）
。

〈4
）
『
熊
本
県
大
百
科
事
典
』
頁
八
一
。

（5
）
『
熊
本
史
学
四
三
号
』
昭
O
刊。

（6
）
「
八
代
御
知
行
取
衆
綬
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
二
五

O
四
）
に
よ
る
と
三
斎
付
衆
一
一
二
五
名
二
九
三
二

O
石
余
）
、
中
務
（
立
孝
）
付
衆

一
二
名
（
二
五

O
O石
）
、
刑
部
（
興
孝
）
付
衆
一

O
名
（
一
八
六

O
石
）
、
新
知
取
衆
七
名
（
六

O
O石
）
で
、
給
人
知
行
高
二
四
九
O

石
余
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
一
五

O
O
O石
の
中
務
蔵
入
分
、
一

0
0
0
0石
の
刑
部
蔵
入
分
を
加
え
て
総
知
行
高
よ
り
引
い
て
お
り
、

以
上
で
見
る
限
り
八
代
領
の
財
政
は
コ
一
斎
・
立
孝
・
輿
孝
三
人
分
の
知
行
高
九
一
一

O
O
O石
の
賄
い
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

『
熊
本
県
史
資
料
中
世
編
四
』
頁
五
五
二
。

宮
松
は
寛
永
十
四
年
三
月
四
日
生
、
京
の
萩
原
家
に
住
し
て
い
た
が
立
孝
卒
去
後
江
戸
に
住
ん
だ
。
内
分
後
帯
万
と
改
名
、
八
月
に
家
光

公
に
御
目
見
え
し
て
い
る
（
「
綿
考
輯
録
四
五
」
永
育
文
庫
）
。

『
熊
本
県
史
総
説
篇
』
。

「
新
撰
御
家
譜
原
本
真
四
」
（
永
青
文
庫
）
。

お
三
は
加
来
兵
右
衛
門
惟
秀
二
男
三
七
の
娘
で
三
斎
に
養
な
わ
れ
て
い
た
。
後
に
行
孝
の
妻
と
な
る
。
北
の
丸
は
立
法
院
の
こ
と
で
加
来

惟
秀
の
娘
、
忠
興
の
妾
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
「
綿
考
輯
録
四
五
」
、
西
山
積
一
氏
「
肥
後
細
川
藩
初
期
の
給
知
の
分
布
に
つ
い
て
」

森
田
誠
一
一
線
「
肥
後
細
川
藩
の
研
究
』
所
収
）
。

「
丹
羽
亀
之
允
言
上
覚
」
（
永
育
文
庫
）
。

細
川
藩
政
史
研
究
会
蔵
。

「
綿
考
輯
録
四
五
」
。

書
状
〈
宇
土
細
川
家
文
書
＝
二
四
三
）
、
「
御
屋
敷
地
形
坪
積
井
夫
数
之
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
九
四
一
ニ
）
。

「
害
状
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
一
四
三
）
。

「
書
状
」
（
宇
土
細
川
家
文
章
一
目
四
一

O
O）
。
こ
の
蔵
屋
敷
が
後
述
の
「
犬
坂
水
帳
写
」
で
い
う
鏑
屋
吉
右
衛
門
の
蔵
屋
敷
と
同
一
の
も
の

か
は
不
明
。

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）

（ロ）
（臼）

（

H）
 

〈
江
川
）

（日）
（口）

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

六
七



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

六
八

（同）

万
治
三
年
は
現
高
三
四
六
六
ニ
石
余
の
記
載
と
な
っ
て
い
る

（
宇
土
細
川
家
文
書
三
八

（凹）
（初）

（幻）
（

n）
 

（幻）

（

M）
 

「
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
七
七
・
一
八
二
。

一一一）。
「
新
撰
御
家
譜
原
本
真
四
」
（
永
育
文
庫
）
。

書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
四
三
八
九
）
。

前
述
商
山
禎
一
氏
「
肥
後
細
川
藩
初
期
の
給
知
の
分
布
に
つ
い
て
」
。

畜
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
三
四
三
）
。

「
長
崎
ニ
て
拾
貫
目
御
借
銀
ノ
借
状
ノ
ひ
か
へ
也
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
八
一
四
）
。

家
老
佐
方
与
左
衛
門
（
千
石
）
は
宇
土
屋
敷
割
の
節
病
死
、
翌
四
年
に
枠
源
右
衛
門
が
相
続
し
家
老
と
な
っ
た
。
熊
谷
新
太
郎
は
そ
の
補

佐
を
し
て
い
た
と
い
う
（
「
覚
」
宇
土
細
川
家
文
書
一
四
九
）
。

「
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
ニ
四
二
八
）
。
承
応
元
、
二
年
の
倍
銀
米
の
返
済
で
「
う
へ
に
お
よ
び
何
と
も
迷
感
ニ
奉
存
外
問
」
と
借
銀
米

を
返
済
し
て
し
ま
え
ば
線
米
も
な
い
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。

宇
土
細
川
家
警
二
三
二
ニ
。
こ
の
一
連
の
史
料
と
し
て
二
三
一
四
・
二
コ
二
五
が
あ
る
。

「
書
状
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
七
五
五
・
三
七
五
九
）
。

「
添
状
之
事
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
四

O
ニ
五
）
。
「
旧
冬
百
貫
目
銀
之
内
残
四
拾
貫
目
御
借
銀
肝
要
相
調
」
と
あ
る
（
「
辻
二
郎
衛
門
銀
子

之
取
や
り
の
状
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
二
四
二
）
。

書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
四
一
五
八
）
。

「
請
取
申
銀
子
之
夏
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
七

O
三
）
。
延
宝
六
年
に
天
王
寺
屋
五
兵
衛
よ
り
借
用
し
た
銀
五

O
貫
目
の
借
用
証
文
が
あ

る
（
宇
土
細
川
家
文
書
八
四
七
）
。

「
人
附
之
帳
」
（
字
土
細
川
家
文
書
一
三
九

O
）
で
は
長
崎
守
田
与
三
左
衛
門
に
一

O
石
五
斗
、
大
坂
塩
飽
屋
久
五
郎
に
ニ

O
俵
が
与
え
ら

れ
て
い
る
。
長
崎
の
銀
子
調
達
掛
で
あ
る
高
嶋
市
右
衛
門
・
同
四
郎
兵
衛
が
「
何
之
道
に
も
与
三
ヱ
門
へ
相
談
不
仕
外
は
て
不
叶
御
事
」

と
守
田
与
三
左
繕
門
の
力
量
を
賞
し
て
い
る
（
「
書
状
」
宇
土
細
川
家
文
書
二
二

O
五
）
。
ま
た
宇
土
藩
主
が
末
次
平
蔵
よ
り
銀
子
三

O
貫

目
借
り
た
こ
と
に
つ
い
て
「
事
之
外
め
い
わ
く
奉
存
外
」
と
長
崎
に
て
の
銀
主
の
選
択
に
つ
い
て
与
三
左
衛
門
よ
り
注
文
も
つ
け
ら
れ
て

い
る
〈
「
書
状
」
宇
土
細
川
家
文
書
四
三
五
四
）
。

時
代
は
少
し
下
が
る
が
本
務
の
史
料
で
「
他
所
江
合
力
之
事
」
と
し
て
五
人
扶
持
京
都
用
聞
辻
宗
三
、
一

O
人
扶
持
塩
飽
屋
源
兵
衛
、
五

O
人
扶
持
天
王
寺
麗
五
郎
兵
衛
の
名
が
挙
っ
て
い
る
（
宇
土
細
川
家
文
書
九
二
）
。
辻
次
郎
右
衛
門
は
元
禄
一
六
年
本
務
よ
り
五

O
人
扶
持

（お）
（お）

（訂）
（却）

（却）
（却）

（担）
（泣）



（犯）

を
も
ら
っ
て
い
る
（
「
熊
本
藩
年
表
稿
』
）
。
尚
『
町
人
考
見
録
』
に
は
辻
治
次
郎
右
衛
門
に
つ
い
て
「
大
両
替
屋
に
て
加
州
芸
州
細
川
其
外

諸
大
名
方
多
く
引
藷
仕
送
り
致
し
居
申
候
、
居
室
は
室
町
」
と
あ
る
。

光
尚
の
室
が
烏
丸
光
賢
女
で
あ
り
、
八
代
城
代
長
岡
興
長
養
子
寄
之
の
弟
の
側
室
が
烏
丸
大
納
言
資
慶
女
で
あ
る
。
烏
丸
大
納
言
と
は
何

ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
（
系
図
、
宇
土
細
川
家
文
書
九
四
）
。
貸
付
金
の
史
料
は
宇
土
細
川
家
文
書
三
八
九
九
・
四
一
一
一
九
・

ニ
四

C
Cに
あ
る
。

正
保
四
年
「
御
三
様
御
知
行
半
分
上
り
申
」
に
付
御
三
階
の
知
行
取
衆
も
ま
た
半
分
宛
召
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
下
級
家
臣
は
生
活
で

き
な
い
と
井
上
五
左
衛
門
が
訴
え
て
宇
土
藩
士
と
し
て
百
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
「
慶
安
五
年
家
臣
進
退
附
」
を
み
る
と
正
保
三
年
一
旦
牢
人

し
た
も
の
が
正
保
四
年
か
ら
慶
安
に
か
け
て
再
度
召
抱
え
ら
れ
て
お
り
、
財
政
困
難
な
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
切
米
取
、
扶
持
方
の
家
臣
が

増
加
し
て
い
る
（
宇
土
細
川
家
文
書
二
四
一
四
）
。

芦
田
家
は
次
の
三
代
瀬
兵
衛
が
宝
永
二
年
に
家
老
と
な
り
、
四
代
瀬
兵
衛
は
宝
暦
四
年
よ
り
家
老
役
を
務
め
な
（
「
六
家
之
先
祖
書
帳
」
）
。

宇
土
細
川
家
文
書
三
九
九
四
・
三
七
五
二
。

河
嶋
七
右
衛
門
「
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
四
九
）
。

書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
一
一
九
二
三
）
。

書
状
（
字
土
細
川
家
文
書
三
七
二
三
）
。
長
命
は
行
孝
の
妹
。

書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
六
五
五
）
。
延
宝
七
年
内
藤
弥
三
右
衛
門
か
ら
は
「
一
人
之
母
も
養
申
儀
難
成
」
と
拝
借
願
が
出
さ
れ
て
お
り

（
宇
土
細
川
家
文
書
四
二
九
七
）
、
下
級
家
臣
の
家
政
は
さ
ら
に
苦
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

宇
土
細
川
家
文
書
三
八

O
三
。
佐
方
家
は
元
文
元
年
以
後
勝
手
方
不
如
意
と
な
り
知
行
を
召
上
げ
ら
れ
て
い
る
（
「
六
家
之
先
祖
書
根
」
）
。

「
覚
」
延
宝
九
年
三
月
（
宇
土
細
川
家
文
書
ニ
一
二
八
三
）
。

害
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
七
九
四
・
四
三
九
七
）
。

『
熊
本
県
史
総
説
編
』
で
は
宇
土
の
水
道
完
工
を
正
保
一
一
一
年
と
し
て
い
る
が
、
『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典
四
』
で
は
元
禄
三
年
頃
と
し
て

い
る
。
こ
の
水
道
に
つ
い
て
は
佐
方
源
右
衛
門
が
井
門
次
郎
左
衛
門
、
上
羽
文
右
衛
門
に
宛
て
た
書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
三
六
六
一
）

に
「
一
轟

B
水
道
之
儀
八
九
月
之
時
分
人
隙
次
第
二
取
付
可
被
申
由
是
又
御
紙
面
積
り
之
書
立
掛
御
目
申
外
様
ニ
可
然
被
思
召
外
尤
御
家

申
銘
ミ
所
へ
も
水
取
可
申
M
H

得
共
入
目
御
家
中
へ
割
付
被
申
間
敷
旨
御
意
ニ
M
H

条
可
被
得
其
意
候
水
道
之
か
わ
ら
ハ
早
御
家
中
占
之
役
人

ニ
而
松
橋
B
御
取
寄
M
H

由
尤
存
M
H

水
道
普
請
之
時
分
も
御
家
中
δ
役
人
出
さ
せ
可
被
申
由
尤
存
外
不
及
申
ニ
水
道
δ
銘
ミ
之
展
敷
へ
水
取

申
M
H

わ
か
れ
ミ
ち
ニ
た
め
桶
ヲ
す
へ
申
儀
ニ
外
者
そ
れ
ハ
銘
ミ
δ
之
進
作
に
て
可
然
存
協
轟
B
御
屋
敷
詣
之
間
ニ
田
自
国
大
積
り
弐
三
反
ほ

（担）
（お）

（お）
（訂）
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（却）

（

ω）
 

44 43 42 41 

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

ノ、

九



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

七
0 

（伍）

と
ハ
荒
地
ニ
成
可
申
由
わ
っ
か
の
事
ニ
外
事
」
と
あ
る
。

こ
の
史
料
を
寛
延
三
年
と
し
た
の
は
、
こ
の
年
の
日
記
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
一
一
四
）
に
清
源
院
（
五
代
興
里
の
室
）
、
奥
様
、
椛
町
奥
様
、

了
心
院
（
興
里
の
生
母
）
、
妙
禅
院
（
六
代
興
文
の
実
母
）
の
名
前
が
あ
り
、
周
年
が
午
年
で
不
作
年
で
資
金
繰
り
に
腐
心
し
て
お
り
、
ま

た
本
藩
へ
の
貸
銀
三
五
貫
目
が
あ
る
事
に
よ
る
。

「
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
五
七
九
）
。

「
安
永
二
年
家
中
書
上
」
中
の
芦
田
鶴
太
兵
衛
の
条
。

「
寛
延
三
年
日
記
」
一

O
月
四
日
の
条
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
ご
四
）
。
献
金
に
よ
っ
て
召
抱
え
ら
れ
た
例
で
あ
ろ
う
。
又
同
日
に
寸
志
差

上
げ
た
林
田
忠
右
衛
門
は
枠
を
百
抱
え
ら
れ
て
お
り
、
関
太
郎
衛
門
（
代
官
）
は
養
子
を
認
め
ら
れ
、
藤
竹
文
右
衛
門
（
代
官
）
、
山
野
藤

平
は
加
増
さ
れ
て
い
る
。

宝
暦
五
年
二
月
一
二
日
の
条
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
二
七
）
。
「
当
町
別
当
初
御
用
聞
共
其
外
勝
手
宜
者
共
十
一
人
江
口
入
金
被
何
付
外
所

（
略
）
十
弐
貫
目
御
用
立
」
と
あ
る
。

「
寛
延
三
年
日
記
」
一

O
月
四
日
の
条
、
「
宝
暦
四
年
日
記
」
八
月
朔
日
の
条
。

寛
延
四
年
、
藤
井
新
右
衛
門
（
代
々
被
官
）
は
櫨
方
請
込
を
仰
付
け
ら
る
。
宝
暦
九
年
五
月
、
森
野
武
右
衛
門
（
給
人
並
）
へ
椿
、
桐
、

櫨
を
植
立
る
様
何
付
け
ら
れ
、
明
和
三
年
、
休
村
、
山
崎
村
に
楕
を
植
栽
す
る
。
明
和
二
年
、
上
河
平
蔵
（
中
組
外
）
に
格
、
櫨
仕
立
御

用
懸
仰
付
け
ら
れ
る
。
明
和
八
年
、
山
内
太
次
右
衛
門
（
徒
士
組
）
に
紙
方
役
を
何
付
け
ら
る
。
以
上
「
安
永
二
年
改
御
家
中
δ
書
上
」

ト
品

nソ
。

「
安
永
二
年
改
御
家
中

B
書
上
」
の
森
野
武
右
衛
門
の
条
。

備
米
に
つ
い
て
は
「
誓
戒
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
一
六

0
・
一
一
六
一
）
。
「
安
永
二
年
改
御
家
中
B
書
上
」
の
富
永
甚
左
衛
門
は
明
和
八

年
二
月
に
水
道
普
請
に
つ
き
出
精
致
し
と
称
さ
れ
て
い
る
。

「
宝
暦
八
年
日
記
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
二
三
二
）
、
「
明
和
三
年
日
記
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
二
三
二
）
。

「
安
永
九
年
日
記
」
七
月
十
一
日
条
（
宇
土
細
川
家
文
書
二
二
五
）
。

作
道
洋
太
郎
氏
「
近
大
阪
に
お
け
る
名
代
の
成
立
と
蔵
屋
敷
｜
細
川
藩
の
大
阪
蔵
屋
敷
の
場
合
｜
」
（
『
近
世
封
建
社
会
の
貨
幣
金
融
構
造
』

所
収
）
に
「
大
坂
水
帳
写
」
（
永
育
文
庫
）
の
全
文
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
大
坂
蔵
元
、
名
代
は
こ
れ
を
参
照
し
た
。
外
に
「
宝
暦
十
年
日

記
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
二
二

O
）
七
月
二
九
日
条
、
「
寛
延
四
年
日
記
」
二
月
七
日
条
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
二
五
）
、
「
安
永
九
年
御
下

向
道
中
記
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
八
九
）
、
「
安
永
十
年
道
中
記
」
四
月
十
五
日
条
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
九
O
）
を
参
照
。

（必）
（

U）
 

（必）
（必）

（印）
（日）

（臼）
（臼）

（日）
（出）

（日）



「
御
蔵
元
へ
申
談
当
月
分
弐
百
五
拾
両
差
下
M
H

様
ニ
と
申
達
（
略
）
日
一
又
其
元

B
大
坂
へ
被
差
向
外
銀
子
之
儀
も
一
先
御
蔵
元
へ
納
所

其
上
に
て
申
談
此
方
へ
差
下
M
W

様
三
と
堤
四
郊
兵
衛
（
家
老
）
が
浅
井
九
郎
太
夫
宛
に
申
渡
し
て
い
る
が
、
江
戸
へ
の
融
資
を
円
滑
に

す
る
た
め
に
大
坂
へ
差
向
け
ら
れ
る
銀
子
は
ま
ず
蔵
元
に
納
め
る
様
指
示
し
て
い
る
。
年
代
は
宝
暦
の
頃
で
あ
ろ
う
か
。
（
宇
土
細
川
家
文

書
一
二
四
六
）
。

『
三
百
藩
藩
主
人
名
事
典
四
』
（
新
人
物
住
来
社
）
の
細
川
輿
文
の
条
。

宇
土
締
川
家
文
書
コ
二
八
一
二
。

「
寛
政
元
年
家
中
申
上
担
」
の
河
嶋
七
右
衛
門
の
条
（
宇
土
細
川
文
書
一
一
五
一
一
一
）
。
滞
府
願
は
天
明
六
年
に
も
出
さ
れ
て
い
る
（
宇
土
細

川
家
文
書
一

O
九
三
、
一
一
四
九
）
。

「
諸
方
村
ミ
難
儀
之
者
三
架
拝
領
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
一
九
五
ご
。

書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
四
二
一
二
八
）
。

熊
本
藩
は
津
波
被
害
の
た
め
幕
府
よ
り
三
万
両
を
拝
借
（
十
年
賦
）
し
て
い
る
（
「
熊
本
藩
年
表
稿
」
寛
政
四
年
九
月
四
日
条
）
。

害
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
四
二
三
九
の
四
）

「
文
政
二
年
御
家
中

B
書
上
之
担
」
中
鳥
井
久
平
の
条
。

「
文
政
二
年
御
家
中

B
章
一
一
上
之
把
」
。
「
寛
政
十
三
年
御
記
録
」
九
月
十
六
日
条
。

『
宇
土
市
史
』
附
録
年
表
。

「
文
政
九
年
御
家
中
先
祖
書
上
」
。
「
天
保
五
年
御
記
録
」
一
一
一
月
十
五
日
条
。

「
文
政
十
三
年
御
記
録
」
正
月
一
一
一
二
日
、
一

O
月
二
の
条
。

文
政
二
年
、
同
九
年
、
嘉
永
五
年
の
「
御
家
中
書
上
」
。

「
天
保
四
年
記
録
」
五
月
一
七
日
の
条
。

「
右
同
」
一
二
月
二
二
日
の
条
。

「
文
政
九
年
御
家
中
先
祖
書
上
」
の
小
田
孫
兵
衛
の
条
。

「
文
政
九
年
御
家
中
先
祖
書
上
」
中
鳥
井
久
平
の
条
、
外
。

「
覚
」
（
宇
土
細
川
家
文
室
百
一
五

O
）。

宇
土
総
川
家
文
書
一
四
九
。

「
文
政
九
年
御
家
中
先
祖
書
上
」
中
里
瀬
承
寿
、

（訂）
（回）

（印）
（印）

（臼）
（臼）

（臼）
〈創）

（臼）
（伺）

（前）
（侃）

（印）
（叩）

（冗）
（

η）
 

（刀）
（
引
け
）

（

市

）

（河〉

肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

加
悦
鼎
次
等
が
み
ら
れ
る
。

七



肥
後
宇
土
藩
の
財
政
に
つ
い
て

七

宇
土
細
川
家
文
書
一
五

O
。

文
政
八
年
東
海
東
村
で
杉
仕
立
を
し
、
杉
、
櫨
の
差
鮒
調
が
行
な
わ
れ
て
お
り
（
「
文
政
九
年
御
家
中
先
祖
書
」
塩
沢
周
蔵
の
条
）
、
天
保

三
年
廻
江
村
塘
筋
に
櫨
木
が
仕
立
ら
れ
て
い
た
（
「
嘉
永
五
年
御
家
中
書
上
把
」
河
嶋
市
左
衛
門
の
条
）
。
文
政
八
年
に
産
物
方
御
役
所
預

銭
紛
失
一
件
が
あ
っ
た
（
「
文
政
九
年
前
掲
」
）
。

「
文
政
二
年
御
家
中
書
上
」
。
新
聞
村
新
地
は
天
保
一

O
年
に
成
就
し
た
（
「
嘉
永
五
年
家
中
脅
上
」
河
嶋
市
左
衛
門
の
条
）
。

天
保
六
年
と
規
定
し
た
の
は
、
お
教
の
婚
姻
が
天
保
二
年
で
あ
り
、
若
殿
様
、
総
丸
様
と
併
記
し
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
若
殿
は
天
保
九

年
春
死
去
し
た
以
春
院
（
謹
前
）
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
天
保
ニ
年
1
九
年
の
間
の
未
年
は
六
年
に
当
る
。

H
は
史
料
中
の
三
男
剛
三
郎

が
弘
化
四
年
に
織
田
出
雲
守
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
の
で
弘
化
四
年
が
限
度
で
あ
る
。

（
剖
）
書
状
（
宇
土
細
川
家
文
書
三

O
三
四
）
。
諦
了
院
は
天
保
六
年
一
一
月
卒
去
。

（
位
）
『
熊
本
県
史
総
説
編
』
頁
六
ニ
ニ
。

（
部
）
「
被
何
渡
之
担
」
（
宇
土
細
川
家
文
書
八
九
二
）
。

（
制
）
「
天
保
五
年
記
録
」
一

O
月
一
日
、
二
一
月
二
九
日
条
。

尚
、
「
家
中
先
祖
書
上
」
「
記
録
」
類
は
熊
本
藩
政
史
研
究
会
蔵
（
現
在
熊
大
松
本
寿
三
郎
教
授
研
究
室
内
）
、
宇
土
細
川
家
文
書
は
九
州
文
化
史
研

究
施
設
蔵
1

（打）
（花）

（乃）
（剖）

意
を
表
し
ま
す
。

本
稿
作
成
に
あ
た
り
松
本
寿
三
郎
先
生
、
熊
大
図
書
館
川
口
恭
子
氏
に
は
史
料
閲
覧
に
際
し
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謝


